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表紙：旧桜宮公会堂
旧桜宮公会堂の正面玄関は1956（昭和31）年6月、「旧造幣寮鋳造所正面玄関」
として国の重要文化財に指定された。この当時、同公会堂は大阪市立図書館
（後に桜宮図書館）として使われていた。リノベーションされ、結婚式場となっ
た現在の旧桜宮公会堂（事業者：株式会社ノバレーゼ、施工：株式会社竹中
工務店）は、見事に142年前そのままの姿でたたずむ。（関連記事：P36）
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一般社団法人への移行のご挨拶

　平素より当協会への格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、当協会は新公益法人制度の施行に伴い、一般社団法人への移行認可申請を行っておりましたが、このたび国
土交通省・経済産業省から認可答申をいただき、平成25（2013）年4月1日をもって、一般社団法人として正式に発足い
たしました。

　移行に当たっては、平成23（2011）年5月通常総会で一般社団法人への移行方針を説明し、ガバナンス確立と諸規定
を整備してまいりました。そして、平成24（2012）年5月の定時総会で、一般社団法人への移行方針と新定款案を承認
議決し、申請、認可に至ったものです。

　当協会の歴史は、前身というべき関西建材会以来、80年近くに及びます。昭和40（1965）年、社団法人日本建築材
料協会として認可されて以後は、建材製造会社・販売会社・施工会社など、あらゆる建材関係会社を会員とする異業
種交流団体として、また、関西に拠点を置く数少ない業界団体として、さまざまな事業を展開し、建築・建材業界の
振興に微力を尽くしてまいりました。

　現在、当協会では約300社の会員を擁し、本部を大阪に、関東（東京）・中部（名古屋）・中国（広島）・四国（高松）・
九州（福岡）に支部を置き、会員一丸となって機能性・経済性・均質性・無害性などの工業的特性と、個性・造形・感
動・愛着などの工芸的特性の両面に目を配った、新しい時代の建材の開発・啓蒙・普及に努め、会員各社の発展と
建築業界の進歩発展に貢献し、さらに社会公共の利益に寄与すべく努力を続けております。

　このたびの移行においては、法令に基づき、法人として同一性をもって存続いたしますが、これを機会として改め
て初心に返り、多くの関係者・消費者の期待に応えるべく、建築・建材業界はもとより、日本経済および社会に対し、
一層の貢献を目指す所存です。

　会員並びに関係各位には、今後とも当協会の事業活動にご理解をいただき、変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

一般社団法人日本建築材料協会
会長　　藤井　實
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Spirit
「建築材料を学ぶ視点」
石川 廣三（東海大学名誉教授）

いしかわ・ひろぞう： 1942（昭和17）年、東京生まれ。早大大学院博士課程修了後、1969（昭和44）年から

2007（平成19）年まで東海大学工学部建築学科に勤務。現在、名誉教授。主な研究領域は屋根、外壁の防

雨・耐久計画。退職後は建築工事の紛争処理や住宅の防雨、耐久に関わる諸団体の調査研究に関与している。

■「社会的責任」を教えない建築教育の罪
　筆者の専門分野は、建築学会の区分では材料施工で
ある。大学在職中に担当した講義科目に「建築材料」が
あった。建築の計画や理論を中心に学び、実体としての
建築のイメージが希薄な学生諸君に、建築材料に興味を
持たせ、学ぶ大切さを理解させることはなかなか難しい。
何回も講義のシラバスを作り替え、あれこれ工夫してみた
が、ついに退職するまで、確かな手応えをつかむことは出
来なかった。
　退職が近づいてきた頃から建物の不具合の調査を頼ま
れたり、工事紛争処理のお手伝いをするようになり、瑕疵
の実態や当事者の声に直接接する機会が増えた。その
中でつくづく感じたのは、故意ではないにせよ、基本的な
材料施工のセオリーに無知な設計や、劣化リスクの予見
不足、工事監理の手抜き、不十分な品質チェックから不
具合を引きおこし、使い手（発注者や購入者）に多大な物
的・精神的損害を与える造り手（設計者、施工者、供給
者）の罪の深さである。
　使い手は一般に建築の専門家ではないから、造り手を
信頼して多大な財産を投じた夢の実現を託す。その対象
となる建物を造り手はどのように呼んでいるだろうか？使い
手にとって財産であり、夢である建物は、設計者にとっては
「作品」であり、工事関係者にとっては「現場」であり、
供給者にとっては「物件」である。こうした造り手本位の
呼び方からは、その個々の仕事を生み出しているはずの
使い手の顔は浮かんでこない。紛争事件で不適切な設
計・施工による瑕疵の事例に出くわすたびに、我が国の
建築関係の職能意識の中に対社会的な責任の自覚が不

十分ではないかと感じる。そして、その責任の一端は建
築教育にあるのではないかと反省する。

■材料を学ぶとは、建築の責任について学ぶこと
　退職後数年経って、かつての大学での担当科目で特別
講義をする機会があった。最初に「瑕疵」と板書し、受
講生に確かめたところ、意味はおろか、読み方を知ってい
るものも大教室の中に一人もいなかった。そこで、不適切
な設計や施工が引きおこした重大な瑕疵事例のスライドを
数枚見せてから、次のような話をした。
　建築工事に瑕疵は付きものである。瑕疵は造り手にとっ
ては日常的な仕事の中の単なる過失かも知れないが、使
い手の立場から見れば自分の財産に付いた傷である。こう
した瑕疵が造り手の専門的知識の不足や、職務の手抜き
から生じたとしたら、それは専門家が使い手から寄せられ
た信頼を裏切り、社会に対して負う責任を果たしていない
ということだ。ところで、使い手にとって財産価値の実体を
なす建築は材料そのものなのだから、材料について正しく、
豊富な知識を持つことは、専門家の素養として極めて大
切だ。学生諸君はこのことを自覚して、将来実務に就い
た時に勉強不足から瑕疵を発生させないように心がけて欲
しい。
　授業後に集めた感想文には、「建築学科に入って初め
て聞く話だった」、「建築の仕事に携わるものの責任の重さ
を改めて感じた」、「これからもっと建築材料に関心を持ち、
しっかり勉強しようと思った」などの文言が見られた。長
年教壇で抱えてきたもどかしさがやっと少し晴れた思いで
あった。
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経済産業大臣

茂木　敏充

１．新政権の基本方針と緊急経済対策

（1）新政権の基本方針

　安倍政権が発足してから、１ヶ月あまりで、株価は１１,４００円を
超えてリーマンショック後の最高値を記録するまでに上昇しました。
円も２年９ヶ月ぶりに一時９４円台をつけ、歴史的な円高によって停
滞する日本経済に回復の兆しが見え始めました。　
こういったことは、新政権が経済再生のための基本方針を明確に
示すとともに、機動的な財政政策として、緊急経済対策を決定し、
速やかな実行に移そうとしていることに対して、市場が高い評価
や期待感を示していることの現れです。
　国民が新政権に期待しているのは、何よりも景気の回復、経済
の再生です。やるべきことは３つであり、これが日本経済再生に向
けた「三本の矢」です。
　第一に、デフレ・円高から早期に脱却するため、明確な物価目
標を設定し大胆な金融緩和を行うこと。
　第二に、有効需要を創出するための機動的な財政政策として、
大型経済対策（補正予算）と本予算の「切れ目ない対策」により景
気底割れを回避し、景気の反転を図ること。
　第三に、成長戦略の実現により、民間投資を喚起すること。
（2）緊急経済対策、平成２５年度予算、税制改正

　今回、緊急経済対策、補正予算を閣議決定いたしました。これ
までとは次元の異なる対策であり、経済産業省関係の予算は、成
長戦略として１．２兆円であり、過去最大規模の対策となっています。
　この経済産業省関連の平成２４年度補正予算には、５つの柱が
あります。①まず、民間投資を喚起し企業の国際競争力を強化し、
省エネを進めるという観点から最新の設備投資への補助金を計上
（3,490億円）しております。②２つ目に研究開発、技術開発投資の
促進策としてリスクマネー供給の強化などを図ります。③３番目に
中小企業・小規模事業者支援として、こうした企業が持つ高度な
技術に光を当て、商品化につなげるための試作品作成費用の補助
制度（1,007億円、全国約１万社対象）を創設します。④さらには
クールジャパンの海外展開を促進する事業、そして⑤防災、復興
関係で全国のコンビナート等の耐震性の総点検のための予算も計
上しています。
　補正予算と合わせて「１５ヶ月予算」の考え方のもと、平成２５
年度予算においても、切れ目のない経済対策を実行します。
　例えば、産業再興のため、複合素材技術をはじめ先端技術の
開発支援に手厚い予算計上を行っています。また、医療・介護産
業やクール・ジャパン戦略など、付加価値の高いサービス産業の

育成にも、補正予算に引き続き、重点を置いています。こうした予
算措置によって、景気回復、経済再生の流れをより強固なものとし
ていきます。
　また、税制改正においても、永年の懸案であった自動車取得税
の廃止や研究開発税制の大幅拡充、事業承継税制の見直しなど、
需要や民間投資の喚起を促し、経済活性化に資する大胆な措置
をとり、予算・税制両面から経済再生に取り組みます。
　
２．経済政策の司令塔と成長戦略

（1）経済政策の司令塔

　経済再生に取り組む組織体制も新しくしました。まず、３年半
ぶりに復活した「経済財政諮問会議」が今後の経済財政運営の
基本設計を行います。デフレ・円高からの脱却のため、明確な物
価目標を２％に設定し、大胆な金融緩和を進めます。
　もう１つの司令塔として「日本経済再生本部」を新たに創設しま
した。ここが経済政策の実施設計を行いますが、再生本部のもと
には「産業競争力会議」が置かれ、関係閣僚に企業経営者や民
間有識者も加え、今後の成長戦略として「戦略市場創造プランや
日本の国際展開戦略などを立案していきます。
（2）戦略市場創造プラン

　今後、成長戦略の立案に当たっては、最初にまずどういう社会
を作っていくのか、どういう個人のライフスタイルを求めていくのか、
という定義から始まり、それに必要な事業や、それを支えるコア
技術を重層的に組み込んでいくという新しいアプローチで、政策
立案を進めたいと考えています。
　例えば、目指すべき社会の姿の一つとして、単に長生きではな
く、日本が「健康長寿世界一」を目指すとすると、ｉＰＳ細胞も研
究だけでなく実用化をさらに進めること、先端医療機器、介護ロ
ボットの開発、医療情報の電子化など幅広い事業分野、技術分
野の戦略的育成が必要となってきます。
　こうした戦略分野の策定を産業競争力会議の場で行い、ター
ゲットを決めたら産官学を挙げてあらゆる政策資源（予算、税制、
金融、規制改革）を投入していきたいと思います。これこそが「戦
略市場創造プラン」であります。

３．日本企業を取り巻く“企業の４重苦”の解消　

　このように、最先端の産業を育てていく一方で、既存の産業に
ついても再生に向けた対策が必要です。今、日本企業が置かれて
いる環境は、国際競争上、非常に不利であることは間違いありま

経済産業大臣就任メッセージ
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  就 任 メ ッ セ ー ジ   

せん。三重苦であるとか六重苦であるという言われ方もしますが、
日本企業を取り巻く環境は、大きく分ければ“４重苦”と言えます。
すなわち、①円高・為替問題、②関税などの国境措置、③法人
税などの税制や国内の規制、④資源・エネルギーや電力価格など
国内コストの４つです。
（1）為替

　最初にあげられるのが円高・為替問題です。対ドルでの円高は
注目されますが、対韓国ウォンでも、昨年までの４年間でなんと円
は２倍の円高になっています。これでは日本企業は、競合相手の
韓国企業ととても競争できません。
　デフレ・円高からの脱却が新政権の最優先課題です。このため、
すでに述べたように明確な物価目標の設定と大胆な金融緩和を行
い、他の主要国と同レベルの物価目標２％を実現していきます。
（2）国境措置（関税、ＦＴＡ、経済連携）

　二つ目は国境措置です。経済、企業活動のグローバル化の中
で経済連携の面でも、ＦＴＡ、ＥＰＡの締結など、日本は主要国
に後れを取っています。私が外務副大臣に就任した１０年前には、
日本が結んでいるＦＴＡ、ＥＰＡはシンガポールとの間だけでした。
そのため在任中には、優先順位をつけ経済連携協定を加速化さ
せなければならないと指示を出して様 な々国との交渉を進めました。
　アジア太平洋地域の成長を取り込んでいくことが、これからの日
本の成長にとって必要不可欠で、より一層、経済連携の加速化を
はからなくてはなりません。こうした意識のもと、日中韓ＦＴＡ、Ｒ
ＣＥＰ、さらに日ＥＵ・ＥＰＡといった各地域等との経済連携協定
の交渉は、迅速かつ精力的に進めていきます。
　ＴＰＰについては、自民党の政権公約（「聖域なき関税撤廃」を
前提とする限り交渉参加に反対等）や連立政権合意を踏まえつつ、
まずは、民主党政権の事前協議について検証し、国益にかなう
最善の道を求めていくというのが基本スタンスです。先日、スイス
でのダボス会議に出張した際も、米国のカークＵＳＴＲ代表と会談
しました。今後もＴＰＰの国内への影響の試算や米国との協議を
進める中で、国益にかなう最善の方策を検討していきます。
（3）国内制度（規制改革）

　三つ目は国内制度です。我が国の産業競争力強化に向け、規
制の改革を行うことは待ったなしです。そのポイントは、①新規参
入を促し健全な競争環境を作ること（例えば電力システム改革）、
②事業化までのスピードアップ（例えばｉＰＳ研究の早期の実用化）、
③制度の国際化、日本の制度だけガラパゴスにならないことの３
つです。これらについては、新たに立ち上げた「規制改革会議」
が「日本経済再生本部」とも連携して検討していくことになります。
　日本の制度が海外の制度と異なっている場合（ガラパゴス化の
懸念）には、合理的な理由が無い限り３年以内に国際水準に合わ
せる「国際先端テスト」という新たな手法も導入したいと思います。
（4）国内コスト（資源、エネルギー）

①資源確保の多角化・多様化
　そして、最後の問題が資源、エネルギーといった国内コストです。

　とりわけ、資源の安定かつ安価な供給確保は、我が国経済・
産業にとっての生命線です。資源外交の積極的な展開により、資
源国との関係強化を図るとともに、ＪＯＧＭＥＣによるリスクマネー
供給等により、我が国企業による海外権益獲得を支援し、資源調
達先の「多角化」、ＬＮＧ・シェールガスなどエネルギー源の「多様
化」という両面から資源戦略を展開していくべきと考えております。
②再生可能エネルギー
　エネルギー源の多様化、国内自給率の向上によるエネルギー安
全保障の観点からも、再生可能エネルギーの導入拡大は極めて
重要です。当面の優先課題として、今後３年間、再生可能エネル
ギーの最大限の導入を図ってまいります。そのうえで、固定価格買
取制度を着実に運用することは不可欠です。家計の負担と導入促
進のためのインセンティブのバランスをとり、買取価格について不
断の見直しを行っていきます。
③原子力
　先日、私は福島を訪問し、現職大臣として初めて東京電力福島
第一原発４号機の屋内に入りました。そこで実感したことは、世界
でも経験したことのない極めて困難な廃炉を進めるに当たって必
要な研究開発など、国としてやるべきことが多いということです。
　一方、今回の事故の教訓、反省に立って、原発の再稼働に当
たっては「安全第一」が大原則です。この原発の「安全性」につ
いては、原子力規制委員会の専門的な判断に委ね、安全と認めら
れない限りは原発の再稼働はありません。一方、規制委員会で安
全と認められた場合には､ その判断を尊重し再稼働を進めます。
④電力システム改革の取組
　国内コストを考える上で、もう一つの大きな課題が電力システム
改革です。改革の方向性は明確です。そのポイントは、①電力自
由化の推進、②送配電部門の中立性・独立性を高めること、③広
域系統運用の拡大、ということになります。電力システム改革につ
いては「改革は大胆に」「実施は確実に」を基本に、近々改革案
をまとめ、今国会に電気事業法改正案を提出します。

４．まとめ

　ここまで述べたとおり、日本経済再生のために、まず「三本の
矢」を一気に放ち、そのうえで新しい成長戦略や国際展開戦略を
立案・実行します。そして日本企業を取り巻く“４重苦”を解消す
ることによって“世界で一番企業と個人が活動しやすい国”を実
現していきます。
　その新しい経済環境の中に、新しい成長産業を埋め込むことに
より、すそ野が厚く広く、頂上がいくつもあり、それぞれが高い
「プログレッシオ・ジャポニカ（新次元の日本経済）」を構築していく。
今年をその元年にしたいと思います。
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　地球環境の変動や資源の有限性がクローズアップさ
れる中、建築・建材においても持続可能性=サステナビ
リティが求められている。一方、より健康で快適な暮ら
しを求める生活者の間では、安全・安心な建築へのニー
ズが高まっている。建築・建材業界にとっては、いずれ
も高いハードルだが、この狭き道を抜けることが、未来
の成長・発展のために欠かせない。サステナブル時代に
向けた建材業界のあるべき姿勢、あるべき進路につい
て、お二人の識者と当協会役員がさまざまな視点から語
り合った。

野口 貴文氏
東京大学准教授（博士（工学））
大学院工学系研究科建築学専攻

岩前 篤氏
近畿大学建築学部長　
教授（工学博士）

渡辺 隆昌氏
一般社団法人日本建築材料協会　副会長
株式会社淀川製鋼所

執行役員　営業本部副本部長

立野 純三氏
一般社団法人日本建築材料協会　事業部長

株式会社ユニオン
代表取締役社長

山中 豊茂氏
一般社団法人日本建築材料協会　広報宣伝部長

株式会社山中製作所
代表取締役社長

司会・進行　『けんざい』編集部

建築の現在と建材の未来
サステナブル時代に向けて

特 別 座 談 会

従来の建材が、新しい使われ方をしている
――昔は、建材といえば伝統的な素材――木、石、土
――そしてセメントが出始め、いわゆる新建材が出現、
大体がこれらの組み合わせでできていました。しかし
今は様子が変わってきていると、野口先生はおっ
しゃっていますね。建材自体の性能が求められ、建築
家自身もいろんな形で新しい模索をしていると。
野口　私は毎年、「建築家の材料選定」いう課題（テー
マ）を学生に出しています。建築家がなぜその建材を
使っているかを調べさせています。有名建築家が取り
上げられることもあれば、有名ではないが変わった作
風のものが取り上げられることもあります。調査結果
を見ると、最近は、新しい建材というか、同じ素材で
も昔と違った形で使われているケースがよく見られま
す。例えば隈研吾氏が、これといった材料に固執せず
に、竹や石のような伝統的な材料を使って新しい建築
をつくってきたように。
　構造設計者とデザイナーが一緒になって、これまで
構造的に使われていなかった材料を使おうという試み
も出てきました。ガラスのリサイクル材を使ったもの

で、形はステンドグラスですが、ガラスの接合に線材
を入れて耐力を持たせ、耐力壁にしたものです。学生
が1年ほど前に調べたものでは、仮設資材が壁構造の
フレームに使われていた例があり、いろいろ出てきて
いるなと思いました。
――何らかの傾向や流れはあるのでしょうか。
野口　自然系の素材を使うというのが一つの大きな流
れです。もう一つは、建材メーカーの最先端技術を利
用して新しい建築をつくるという流れ。現在のところ、
研究段階で実用化はされていませんが、電子的な技術
を用いたもので、壁面が液晶で構成されていて瞬時に
表情が変わるとか、光を蓄える建材――蓄光建材で壁
面をつくるとか、外観上の新しい使われ方も研究され
ています。
――既存の建材では表現に限界があるからですか？
野口　カタログから選んでいたのでは建築家のアイデ
ンティティが見いだせないのではないでしょうか。

省エネと健康が私たちにとって身近な問題に
立野　私が会社に入ってしばらくしたころ、外壁にア
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ルミと真鍮がけっ
こう使われていま
した。最近はアル
ミ製のものが非常
に多く、特に鋳物
が増えています。
現場で2ｍや3ｍと
いった、ものすご
く大きなものをつ
くらせるんです。
アルミは再生がき
きますからね。こ

の加工性が見直されているのだと思います。
野口　鉄ほど腐食しないので耐久性もありますね。真
鍮は、真鍮そのもののよさが重宝されています。
立野　「本物」が求められているんでしょうね。
――素材に求める性能は近年、ますます高くなってい
ます。耐火性や耐熱性はよくいわれることですが、特
に健康系の話も非常に盛んになりましたね。
岩前　はい。以前は省エネや健康など、きれいごとの
世界でした。地球温暖化防止は大きな目標にされてき
ましたが、じゃあ何のために地球温暖化を抑制するの
かというと、南の島が水没するのを防ごうとか、あま
り身近な問題ではありませんでした。
　しかし今は原発の問題があって、われわれ自身の問
題になってきました。そこから省エネへ、という流れ。
これからの建築物はすべて省エネである必要がありま
す。「省エネ建築」という言葉は早晩なくなるでしょ
う。建築イコール省エネになりますから。
――それを実現するには、どんな手段があるでしょう。
岩前　機械設備による、いわゆる“アクティブ”な省
エネ対策の流れ、これは非常に大きな問題です。その
中で健康というキーワードは重要な意味を持つのでは
ないでしょうか。機械で対応できないところを、建築
で対応するのです。専門家の世界では、健康には居住
環境が20％くらい影響を及ぼすともいわれています。
これは大きい。
　建築家のアイデンティティの主張に注目してしまう
と、一種のブームとして扱われてしまうおそれがあり
ます。建材を多様な方法で用いるという流れは、――
まさに野口先生が研究されていることですが――しっ
かりと考えないと、ファッションとして終わるのでは

ないかと危惧して
います。従来の建
築家の思考回路か
らすると、そうな
りそうな気がしま
して。
立野　そうならな
いように、「本物」
が求められるので
すね。しかし「本
物とは何かの」定
義は大変難しい。
岩前　確かにフェイクと本物の違いは何なのか、私も
正直なところ、悩みます。健康の話も素材の話も同じ
ことなのですが、これがビジネスの話になったとき、
ファッションやアイデンティティの表現手段としてと
らえられるとまずいですね。
野口　まったく同感です。アイデンティティを主張し
たいがために、無理やり特定の建材を使うことがよく
あります。将来根付くような使われ方になっているの
か、という観点で見ると、われわれが経験を積み重ね、
研究を行ってきた“従来の建材”と比べて、まだまだ
想像の域だというのが現状です。実験データを見ても、
必ずその性能が得られるという保証がなかったり。こ
のような建築には、「世の中に誰よりも先に自分の発
想をアドバルーン的につくりたい」といった意図が見
え隠れします。
――「どうだ！」といった感じなのでしょうね。
野口　われわれがエンジニア的な発想で見ることによ
り、そういう新しいものがきちんと根付くことができ
るよう、支える役割をせねばと思っています。

地域に合った製品を提供することが重要
岩前　シックハウスへの対応として、空気質の問題が
いわれるようになりました。2003年の建築基準法改正
が一つの大きな流れでした。当時、確かに「健康」が
はやったのですが、“病気にならない建築”という、
どちらかというとネガティブな考え方でした。今は高
齢化の中、社会福祉コストも含めた対応によって、
“病気にならない建築”というよりは“より健康にな
る建築”という考え方が大事でしょう。
　バリアフリーにしても、つまずくからやめよう、と

  特 別 座 談 会   

野口 貴文准教授 岩前 篤教授
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理解されていますが、実際にはバリアフリー化するこ
とによって日常の行動量が増える、そのことによって
体力が補強できると、そんなふうに説明したほうがい
いんじゃないのかなと。
立野　建材も、地域に合ったものを提供していかない
と、われわれメーカーは今後生き残っていけないで
しょうね。例えば、日本の冷蔵庫がインドで売れな
かったのは、鍵がついていなかったからですが、これ
もサムスンはやりました。たったそれだけのことで、
サムスンの商品は圧倒的に売れたんですよね。日本は
統一化されたものを世界で売ろうとします。私は、健
康のための住まいも地域地域で違っていると思います。
そのあたりをメーカーも考えていく必要があるでしょう。
岩前　日本のビジネスが海外へ出ていくと、必ず日本
のよさを訴求しようとします。それではグローバルの
押し付けになってしまいます。地元の人々が何を求め
ているかは当然リサーチするんですが、そこにさらに
“われわれのよさ”を付け加えようとして、結果的に
失敗につながるんです。
立野　私どものドアハンドルにしても、北海道だった
らステンレスじゃなくて木にする、といった対応が必
要ですしね。

地域で何が求められているか、を考える
岩前　各地域で何が求められているかを把握するのは
難しい。先ほどの海外の話ではないですが、常に反省
しながらやっていく必要があります。沖縄は、風通し
を重視するため断熱を施さないといわれます。確かに
そうしている人もいますが、会社勤めの人たちは、普
段窓を閉める生活がメインです。そのようなことを想
定して建物づくりができているのか？　地域性とはい
いますが、人間の生活そのものは、あまり変わらない
ものです。伝統的な生活を守っている人々も確かにい
ますが、少数でしょう。それに合わせた地域モデルを
一生懸命考えても、大勢には影響しないでしょうね。
野口　材料をつくる段階での省エネ、次に運搬での省
エネを考えると、材料は一か所集中ではなく、地産地
消の考えで、ある程度各所に散らばった形でつくるの
が将来的には望ましいです。
渡辺　製造側からすれば、一カ所で大量につくるのが
コスト的に最もいいわけです。私どもは鋼板メーカー
です。鉄は、コスト、加工性、リサイクルなどの点で

建材の中で最も使
いやすい材料の一
つですが、欠点は
さびることであり、
いかに防ぐかが問
題となります。最
近の建築外装材は
溶融亜鉛メッキ鋼
板から進化した、
ガルバリウム鋼板

が主流になっており、従来品に比べ数倍もの耐久性を
有するようになりました。一つの商品が長持ちすると
いうことは、生産量が減ってエコにつながります。
　環境面では現在、人体に有害な六価クロムを使わな
いクロメートフリー鋼板をつくろうと各社努力してい
ますが、まだメーカーの足並みがそろっていない状態
です。当社は2003（平成15）年にガルバリウム鋼板、
2007（平成19）年にカラーガルバリウム鋼板（2品種）の
クロメートフリー化に成功し、商品化して数年の実績
がすでにあります。クロムは防錆力に優れ、コストも
安いのですが、人体のことを考えて、なくす方向に向
かっているのです。国交省の要請で本年6月にはJISに
もクロメートフリー処理が追加されます。昔からある
素材ですが、鉄もこうして進歩を求められています。

「性能規定」によって建材はどうなるか
――環境や健康など、ただでさえ建材に対する要求の
精度が高まっている、それに加えて建築家の感性にも
こたえなければなりません。今、建材業界はたくさん
の宿題を背負っていますね。
立野　われわれの商品はデザインと材質への要求が高
い。しかし建築家の方々に提案しても、まずコストが
優先されるわけで
す。例えば塩害の
ある地域の場合、
ステンレスよりチ
タンを使うのがラ
ンニングコスト的
には絶対いいんで
す。そして、どん
どん使われること
によってコストは

渡辺 隆昌副会長

立野 純三事業部長
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  特 別 座 談 会   

下がってくるし、技
術は上がってくる。
ステンレスもそうで
した。技術を上げ
るためには使っても
らわないと。
山中　私どもは左
官材料、下地と
いった表に見えな
い部分をつくって
います。このたびJIS規格では、仕様規定だけでなく
性能規定が加わりました。今までは、規定の質量を満
たしていればよかったものが、試験などによって性能
が問われるようになりました。われわれ製造者側から
は思ってもいないような使われ方をすることもありま
す。
――どういった方向に進んでいくべきなのか、まさに
そこが先生方にご指導いただきたいところですね。
山中　例えば土壁だと、昔は竹木舞で地域産出の土を
使ってやっていました。今は竹自体が日本で取れない
し、竹木舞を編む方もおられませんが……。木舞用の
ラスをつくったことがありますが、強度的にどうなの
か、今後いろいろな使い道が考えられるのか、なかな
か分かりませんでした。今までになかった素材をいろ
いろ試みたりもしていますが、まだまだ、要求性能に
対してどのようなものをつくればよいのか、われわれ
としては、分かっていない部分が多いと思うんですよ。
渡辺　強度や材質など、要求性能が高まってきている
のは、世の中の流れですね。私どもでも、鋼板の塗料
を工夫して、耐汚染性鋼板、イオン発生鋼板とかゴキ
ブリを寄せ付けない鋼板など、単なるカラー鋼板では
ない、いろいろな性能を付加したものを提案してきま
した。最近はフラットな鋼板が立体的に見える3Dカ
ラー鋼板の開発に取り組んでいます。ただ、ゴキブリ
よけ鋼板は思ったほど売れませんでしたが（笑）。

誰にでも分かるような評価方法が求められている
野口　基本的な要求性能は昔から変わっていないので
しょうが、生活レベルを上げようとすると、付加的な
機能が要求されます。仕様規定では対処できないよう
なものも出てきます。使ったことのない建材や、全く
別の用途として使われる建材の場合、当然そもそもの

仕様規定が存在しないわけですから、何が求められて
いるかに立ち戻らなければならないと感じます。そう
いう意味で、性能規定というのは、従来の建材製品に
求められている性能を改めて見直すいい機会です。つ
くり手の都合で考えた試験方法ではない、利用者側の
要求をきちんと評価できる試験が必要でしょうね。
渡辺　われわれは「これくらいのものだったら持つだ
ろう」という経験値で進んできましたが、数値で明確
に出して、それ以上のものをつくっていきましょう、
という時代になっていますね。
野口　その値が一般消費者に分かるものであることも
重要です。
渡辺　まさにおっしゃるとおりです。
野口　特に美観の話になると、これを定量的に示すも
のは現時点では何もないと思います。
立野　日本では、何かが起こると規制が急に厳しくな
ります。そこまでのことが必要なのか？　というくら
い。大変なコストをかけて、何十万回テストをしてク
リアしないダメ。それが売れるとは限らない。
渡辺　商品が高くなっても、その性能を正しく理解し
ていただければいいのですけどね。

評価は、各人にとっての価値で決まる
岩前　日本人はエモーショナルな部分に左右されやす
いと思います。一人の命の重さは、千人、万人の重さ
と同じであるという考え方がベース。何か事故が起こ
るとものすごい規制が生じる、手続きが煩雑になる。
ところが、そのためにかえって何万人もが迷惑をこう
むっているかもしれないわけです。一方でエコや環境、
健康に関しては、情動ではなく、やらないと人口が
減っていく問題です。前者の問題とは分けて評価すべ
きでしょう。そして、もっと客観的に評価する方法が

ほしいですね。私
はそういう観点で
健康の研究を始め
ました。ユーザー
にとっての価値が
評価されていない
ところに疑問が
あったので。残念
ながら、要求性能
はますます増えて

山中 豊茂広報宣伝部長
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いきますね（笑）。
――評価が人によって違うのは当然ですが、評価の基
準について一定のコンセンサスを取る努力が必要なの
ではないでしょうか。
岩前　ルールはあるが、そのルールの解釈があいまい
な場合がありますね。例えば建築基準法の換気回数
（ 0.5回／ｈ）、あれは一瞬でも逸脱してはいけないの
か、平均的な時間の中で満足すれば大丈夫なのか。解
釈の違いで全く変わります。ヨーロッパでは最近、1
日平均でもよいということになって、1日のうちの半
分は1回動かして、残り半分は動かさない。平均する
と同じことになります。こんなふうに省エネもやって
いこうとしていますね。ルールの解釈をどうするか、
これもおそらく研究者の仕事でしょうね。
野口　人にとって価値とは何なのか。ある講演で「多
基準最適化」の話をしました。女性を選ぶとき、「美
人」「スタイルがよい」「料理上手」など、いろいろな
判断基準項目がある。全項目で満点の女性はいないな
かで、どうやって選ぶかは人によって違います。そん
なとき、どうやって価値を決めるのでしょうか。これ
はあくまでも分かりやすいたとえ話です。一つひとつ
の尺度は、工学的な判断でそれなりにつくれます。美
観を除いては。結局最後は総合的な価値判断になりま
す。性能も価格も高いものと、性能、価格共に低いも
の、どちらを選ぶかは人によります。

リスクを表現し、ユーザーに情報提供する
山中　壁一つをとってみても、構造、断熱性能、防火
性能などのいろいろなファクターがあって、それが一
つの壁として評価されます。われわれは一部材だけし
かつくっていないので、壁のどこにどんな性能が必要
なのかが分からないんです。それぞれの部分にそれぞ

れの性能があるわけですが、壁は一つの壁として評価
されます。
岩前　最終的に決定するのはユーザーですから、ユー
ザーにどんな情報を提供するかが大事ですね。地震対
応に関していうと、地震の実質的な意味での発生確率、
つまりリスクに対してどれだけのコストをかけるか。
健康分野で参考になるのがイギリスのシステム。「温
度が1℃下がると風邪や心疾患が何％増えるか」とい
うリスクを表現しています。そのデータに基づいて温
度をコントロールします。
　強いとか弱いではなく、リスクとして表現できれば、
ある程度横並びに評価でき、必要なところにコストを
かけることができます。使う側もそれを理解する必要
がありますね。消費者団体の方々と話すと、「私たち
は素人なので、もっと分かりやすく説明を」といつも
いわれるのですが、もう少し勉強していただければな、
と感じることがあります。自分の人生を完全に人に委
託して安全を買うというのは、幻想です。
山中　日本は、買ったらそのままでメンテナンスをし
ないことが多いです。アメリカのように積極的にDIY
をしません。そんな日本人の特性もあるのでしょう。
つまり健康や安全をお金で買っているわけですよね。
野口　リスクマネ
ジメントですね。
かけて改善する費
用も、かけずにこ
うむる損害も、同
じ土俵の上で評価
しようというリス
クマネジメントの
観点からすると、
「確率は低いが起
きたときの損失が大きい」リスクは、自分には降り掛
かってこない、と期待する傾向があります。そのよう
な事態に関しては、適切な保険をかけることで皆さん
うまく調整されているようです。

建築や建材に関し、各者への教育を見直そう
立野　日本では、サービスにコストがかかるという認
識があまりありません。これは変えていかねばならな
いでしょうね。いるところもいらないところも、全部
やってくれるのが当たり前。「ここはいらない」とい
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  特 別 座 談 会   

う部分がアメリカや韓国ではとてもはっきりしていま
す。車でも、日本はいろんな機能が過剰で、結局一部
しか使っていないでしょう。
野口　例えばマンションの大規模修繕で、どう修繕す
るかの調査をしますよね。本来調査というのは、その
後修繕工事を請け負う会社とは別の組織が行うべきで
す。でも“サービスで”一緒にやるということがよく
あります。これは別に消費者が求めているわけではな
く、施工業者の方からサービスとして調査を提供して、
後の仕事を受注しようとするものです。
調査はきちんと調査として独立採算とするべきですね。
山中　こういう話も、ユーザーサイドに発信していく
必要がありますね。
野口　サービスの有料化を考えるときに、提供側の資
質や技術力は何らかの形で担保しておかないと、悪徳
業者が出てきます。やはり、資格者制度にせよ、業者
の登録制度にせよ、この協会のような組織が、診断や
ケアをできるような体制づくりは必要でしょう。
立野　昔はゼネコンがしっかり図面を書いていました。
それが、あるときからどんどん下請けへ投げるように
なってきました。そのためメーカーの負担が増えるよ
うになったのです。この傾向も、変えていかねばなら
ないことの一つです。
野口　それは、先ほどのお話で出た、仕様規定と性能
規定が影響を与えていると思います。「性能規定」な
らいいのですが、「性能発注」という言葉が出てきて
います。通常なら、施主が「こういう性能のものをつ
くってください」と発注し、設計者がその性能を解釈
し、きちんとしたものがつくれるような図面に落とし
込んでいた。そして、詳細な設計や施工図がゼネコン
の手に届く仕組みでした、本来は。ところが今では、
基本設計が終わった状態で性能発注と称してゼネコン
に行ってしまう。これは性能規定が誤って解釈され、
波及したと考えられます。
　だから、建築に携わる方々も教育もすべきなのです。
岩前先生もいわれましたが、一般ユーザーですら自分
の住む家くらいは勉強すべき世の中なのですから、ま
してやつくる側は、さらに勉強すべきだと思います。
山中　何だかんだで、教育論的な話になってきました。
渡辺　今一番問題なのは、職人不足と高齢化です。こ
れはメーカーだけでなく業界全体で取り組むべき問題
です。激しい競争で職人に価格面でのしわ寄せが行っ

ています。一方で、高度な施工技術や高所作業の安全
性確保には一定のコストが掛かります。その結果、安
い給料で働くことになる。こうしたことから若い人た
ちの参入が少なくなり跡継ぎ不足になることが懸念さ
れます。
山中　左官の分野でも同様です。住宅をメインに手が
けるような、小規模の左官業者の場合、新しい構造や
工法の情報がなかなか伝わりません。次第に乾式に押
されて仕事が減っていき、おのずと職人も減っていく
わけですよ。ヨーロッパのマイスター制度のようなも
のが、日本でも導入されないものでしょうかね。
野口　最近は建築家になりたがる学生が減ってきてい
ます。時間をかけた割には低収入だというイメージが
波及しているようです。ドイツのマイスター制度のよ
うに、建築家や職人の、きちんとした技術を国が認め、
しかるべき対価が払われるようにしていくべきですね。
同じバッグでも、エルメスなら100万円払い、5万円や
10万円のバッグには見向きもしませんよね。いいもの
に一度ブランド価値がついたら、価格は高くても売れ
ます。そうしたトップランナーのような建築家や技術
者が出てくると、若い人も建築に目を向けてくれるの
ではと期待しています。
――最終的に「育てる」が今日のテーマになったよう
な気がします。先生方が建築家を育て、その努力に建
材業界も報いなければなりません。同時に、せんえつ
ではありますがユーザーにも勉強していただかないと
いけない、職人も育てていかなければならない。厳し
い状況は続いていまますが、本日皆さまのお話をうか
がって、まだまだいろんな方法があり、道は開けてい
るなと感じました。
全員　本日はありがとうございました。
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日本鉄鋼業の現状と問題点について
＄170）、石炭価格も約7倍（$50→$330）に跳ね上がった。
しかも資源元もBHP Billiton（英系）、Vale（豪系）、
Rio Tint （ブラジル系）3社の寡占となっている。

3）伸び悩む鉄鋼需要と
　 世界過剰設備の現状と今後
　2003〜2007（平成15〜19）年の5年間にわたる世界同時
好況時、好調経済の伸び＝旺盛な鋼材需要の伸びに比
例し、需給がタイトな状況で推移した。2008（平成20）
年9月、例のリーマン・ショックを転機に世界経済も
ピークアウト、同時に先進国（日米欧）は軒並み成長率
ストップ。一方、新興国は順調な伸びを回復し、世界
の低迷をよそに中国は4兆元（52兆円）の経済対策を打ち
出し、不況知らずに次々と公共インフラ、不動産、大
企業中心の設備投資を誘致。この間、鉄鋼設備も5ヶ年
で年産5億tから9億tへと一気に設備過剰状態になった。
中国は今や2〜3億tの需給GAPを抱え、その結果世界も
需要15億tに対し20億tの設備を持つに至った。

4）先進国日本鉄鋼業の鋼材消費量の推移
　 −内需縮小と外需好調−
　日本の粗鋼は前述のごとく、1960年代の高度経済成
長期を経て1973（昭和48）年、早くも世界一の生産能力
1.2億ｔを備え、以後40年間変わらぬ生産能力とそれに
伴う需要を維持してきた。鋼材内容もグレードUPに
苦心し、特殊鋼比率も10→20％へと普通鋼を補うかた
ちになっている。省エネ、高効率、コスト面では、今
なお世界でTOP CLASSの技術力を保持し続けている。
　この20年間、経済はデフレ・円高体制から脱し切れ

1）世界鉄鋼と日本鉄鋼業　
　 −先進国の低迷と中国はじめ新興国の躍進−
　2000（平成12）年以前、世界の鉄鋼需要量は7〜8億t
前後を長期にわたり維持。日本の鉄鋼業も1973（昭和
48）年1.2億tと世界一のCapacityを持ち、世界生産の
15％を保ち、原料面・価格面ともイニシアティブを取
り、文字通り世界の鉄鋼業を支配していた。
　2000年代になり、先進諸国の経済が低迷する一方、
新興国は中国を代表格にBRICs諸国が高度成長を成し
とげ躍進してきた。今や世界の鉄鋼生産量は15億tと
10年間で倍増。日本をはじめ先進国が横ばいの中で、
中国は7億t強と世界シェアの45％を占める勢いである。
したがって、ここ数年は中国の増産期すなわち曝食期
となり、世界のイニシアティブはシェア7.5％の日本
に取って代わり、価格面はもちろん原材料面でも中国
が決定権を持つまでに成長するに至った。
　2008（平成20）年以降、生産設備増設もとどまること
なく、2012（平成24）年暮れ現在、世界で19〜20億tと、
需要推定量15億tを大きく超え、20〜25％の需給GAP
を抱えるに至った。

2）2003〜2013年、中国脅威の伸長に伴う
　 乱高下する資源価格の推移
　生産の異常な伸びにより当然資源の問題が出てくる。
特に鉄鉱石は、要輸入流通量10〜11億tに達し、従来
の日本のイニシアティブも、今や中国に取って代わら
れるに至った。したがって世界最大の輸入国日本は、
2003（平成15）年に逆転、世界の鉄鉱石マーケットは

「中国の高値スポット市場」を中心に動くようになっ
た。2012（平成24）年の輸入量は中国7.5億t、日本1.2億t。
しかも価格はクォーターごとの契約条件になり、10年
間で図2のごとく、一時鉄鉱石価格は10倍（＄17→

関包スチール株式会社
調査役

打垣内 尚雄  氏

特別リポート

図1
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ず内需縮小が続いてきた。その間、インフラ型公共投
資も減少、建設需要も下がり続け、鉄鋼業のウェイト
も自動車、機械、電機など製造業にシフト。10年間で
内需量も100％→75％へと25％減少した。
　一方、中国はじめ東南アジアなどの新興国が、低賃
金を武器に順調な伸びを示し、日本の製造業もドンド
ン外地の低賃金国へ移転したこともあり、国内鉄鋼業
は、高品質を武器に積極的に外需の取り込みに成功。
輸出比率も、ここ数年従来の25〜30％→40％まで伸ば
すことに成功した。さらに、国内での輸出製品の材料、
すなわち間接輸出を含めると広義の輸出比率は65〜
67％に達している。したがって縮小内需を好調な外需
でカバーし、最大Capacityに近いレベル、すなわち年
産1.1億tの操業が維持されている。

5）震災復興と鉄鋼需要
　 −建設需要の推移と今後の公共事業−
　2011（平成23）年3月の東日本大震災で、現地の鉄鋼
各社（新日鐵釜石、住金鹿島）は被害を受けるも大勢に
影響なく、比較的早期の復旧に成功した。ただし、当
地区には日本はもちろん、世界の自動車、電機、半導
体の諸部品のサプライチェーン（供給基地）が密集して
いたため、その断絶が長期にわたり、大きな打撃を受
けた。津波の被害も想定外に大きく、インフラ、住宅、
工場中心の復旧が早急に求められる事態になった。
　民主党政権→自民党政権と復旧工事最優先を唱えて
いるが、港湾、工場、住宅、ガレキ処理など、計画ど
おりに進捗していない状態である。ただ、鋼材需要面
から見ると、同じく大震災にあった都心の神戸と異な

り、東北6県の日本に占める鋼材需要シェアは４％前
後。土地問題、人手問題などNeckも大きく、掛け声
ほど鋼材需要に結びつかない現状である。大型補正予
算もあり、本年後半には想定どおりの効果も期待され
るところである。

6）今後の鋼材価格推移
　 −アベノミクス効果による景気回復に期待−
　安倍政権のアベノミクス効果に関して、現状はいま
だ景気先行型のトレンドが続いている。しかし、「第2
の矢」の公共事業対策はもちろん、今後の国土強靭化
対策、さらに円安効果で、日本の強い技術を支える隠
れた中小企業、製造業の内需回復も期待され、今年下
期には落ち込んだ輸出環境も良くなってくると期待さ
れる。ここ数カ月、国内の建設需要も順調に回復、住
宅中心に効果が出ていることは確実であろう。曝食中
国の国策も、成長から安定成長に舵を切り、乱高下し
ている諸資源動向も落ち着くものと予測され、リーズ
ナブルな安定帯へと鋼材需給も収斂されると思われる。
　今年は、鉄鋼メーカー各社は原料高、需要家は受注
不振の中で、今後も難しい価格動向になろうかと思わ
れるが、前記のごとく世界的に大きな設備過剰の状況
下では、本格的経済回復まで時間差があると思われる。
　以上から本年上期の市況を想定すると、現状はスク
ラップ3万円前後。鉱石、石炭は先安も予想され、銑
鉄3.5〜4.0万円。したがって、製品価格は丸棒鋼5.5〜
6.0万円、H型鋼7万円前後、H/C鋼5.5〜6.0万円など、
ベース価格を維持するのが精一杯と予想される。

  特 別 リ ポ ー ト   

図2 図3
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広告

中部電力（株）上越火力発電所本館工事

http://www.oklex.co.jp

※大阪化工（株）は、平成24年11月より社名変更しました。
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広告

｢Super軽天｣｢TSスタッド｣のカタログをお送りします。

本　　　社　〒550-0004　大阪市西区靱本町 1-6-21
　　　　　　　　　　　　 TEL/06（6449）8811（代）
浦安営業所　〒279-0032　千葉県浦安市千鳥 15-30
　　　　　　　　　　　　 TEL/047（304）2050（代）
http://www.kanpoh.co.jp/

新日鉄スーパーダイマ採用で、耐食性は溶融亜鉛めっきの15倍。
後塗装 (タールエポ )不要で、高湿の室内天井でもコストを削減。

従来の角スタッドに振れ止めを付け、下地材を一体化。
簡単施工で強風・地震に強い壁・天井を実現し、工期も短縮。

関包スチールの
建築用鋼製天井・
壁下地材シリーズ

関包スチールの
建築用鋼製天井・
壁下地材シリーズ
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会建 材 情 報 交 流

｢快適な生活空間の提供｣、｢雇用創出｣、｢文化財の伝
承｣などの側面です。
第2は｢Economic（経済面）｣。たとえば、各国のGDP

の増大とコンクリート生産の間には正の相関関係があ
ります。一国の建材の生産は、その国の経済成長の指
標といえます。経済効果の現れとしての「都市化（高
層化・不燃化）｣も、この面に含まれます。
第3の｢Environment（環境面）｣は、スケール別に、

地球環境・地域環境・室内環境と分かれます。従来の
建材は、温熱環境や空気質環境など、室内環境を重視
する傾向がありましたが、今後は、CO2の吸収など、
地球環境に対応した開発が重要になると思われます。

■昔からの素材を新しく使う試み
構造材に使われる素材としては、木、コンクリート、
鋼材などがあります。近年、それらに新しい息吹が吹
き込まれて、今までにない建築物が試みられています。
たとえば、耐火構造物の外装に木材を用いた建築で
は、不燃処理を施した木材をボーダータイル的に張り、
外壁の延焼性に考慮している事例があります。
コンクリートでは、ケヤキを模した樹状構造のみで
構成されたビルが生まれています。コンピュータによ
る複雑な構造シミュレーションを駆使すれば、さらに
多彩な形状の建築物が生まれる可能性があります。
また、鋼材では、適量の銅・クロムなどを入れ、赤
サビ色の保護被膜を形成する製品が生まれており、色
彩面での可能性を大きく広げました。
一方、新しい素材の一例が紙管です。本来、建築素
材ではないものに防水性を付与することで、外装材や
構造材に使われるようになりました。現在は、国内外
の仮設住宅やシェルターなどに活用されています。
既存の素材についても、新たな可能性が追求されて
います。ここでは、木質材料・鋼材・ガラス・塗料に
ついてご紹介しておきます。なお、ここで取り上げた

第38回建材情報交流会
素材の力を活かした建材

■基調講演
サステナビリティ時代において
素材の力をどう引き出すか
─建築家の材料選択と建材メーカーの材料開発─
東京大学准教授（博士（工学））     　

大学院工学系研究科建築学専攻　�

野口 貴文 氏

■サステナビリティに求められる３つの側面
昨今、「カタログから材料を選ぶ」のではなく、「自

分から材料を指定する」「新しい材料から建築を発想
していく」建築家が増えています。その一方、素材の
内容を知らず安易に新素材に走る事例も見られます。
「真摯に建材を学ぶ」建築家の意志と、「建築家に積極
的に材料を知ってもらう」建材メーカーの熱意、「両
者の間をつなぐ」研究者の努力がなければ、新しい建
築は生まれません。サステナビリティ（持続可能性）が
求められる時代ではなおさらです。
サステナビリティという概念は、次の3つの面を同

時に満たす必要があります（図1）。
第1が｢Social（社会面）｣。「安全・安心な社会の構築｣、

健康への配慮、環境負荷の軽減、コストやメンテナンスの軽減化など、建築物に求められる性能は高度化、多様化する一方だ。それ
は、建材業界に対して厳しい要求を突き付ける半面、新たな発想と挑戦を促す契機ともなる。問われているのは、「常識」や「慣習」
に安住することなく、新たな道を切り拓こうとする、われわれ自身の勇気であり創造力だ。

図１　
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情報は、2011年８月、日本建築学会の材料施工部門で
行われた研究協議会「素材・形態・工法の革新・伝統
と教育」での発表に基づきます*。
*木材（木質材料）は渋沢龍也氏（独立行政法人森林総合研究

所）、コンクリートは山田一夫氏（株式会社太平洋コンサルタン

ト）、鋼材は宇城工氏（JFEテクノリサーチ株式会社）、塗料は

山本一人氏（関西ペイント株式会社）の情報による。

■木質材料──エレメントによって異なる特性
木質材料とは、細分化した木質エレメントを再構成
した材料です。いわゆるムク材に比べると、原料選択
の幅が広く性能のバラツキが小さい、耐朽性、不燃性
などの性能付与が可能で、資源の有効利用、性能の信
頼性向上に役立つ、などの長所があります。
木質素材には、エレメントの種類と製法によって、
集成材（エレメントはラミナ=挽き板、以下同）、LVL
（木材をカツラむきした単板=ベニアの繊維方向をそろ
えて積層接着）、合板（ベニアの繊維方向を交互に直交
させて積層接着）、パーティクルボード（木材の小片）、
OSB（平板な木材小片）、インシュレーションボード・
MDF・ハードボード（いずれも木材繊維）、PSL（ベニ
アを小幅に切断したストランド材）などがあります。
これらの木質材料は、エレメントが大きいほど強度
が高く、小さいほど美粧性が高い（仕上げが美しい）傾
向にあります。最近注目されているCLTパネルは、
挽き板（ラミナ）をエレメントに、繊維方向を直交して
交互に張り合わせたものですが、強度性能もそれなり
にあり、美粧性もある素材です（図2）。

また、木質エレメントをセメントで結合した木質セ
メント、OSBや合板の間にポリスチレンやポリウレタ
ンをサンドイッチした木質断熱複合パネル（フォーム
コアパネル）なども開発されています。このフォーム

コアパネルは、強度・断熱性が高く、仕上げが良好で、
施工性もよいため、多用される可能性があります。た
だ、コア材の化成品が熱に弱い点は難点です。
今後の木質材料の方向性ですが、サステナビリティ
の視点からは、「腐る」「燃える」「狂う」などの“欠
点”が見直されるかもしれません。その方向での材料
開発の可能性が考えられます。

■コンクリート──環境負荷をどう抑えるか
コンクリートは、サステナビリティ時代への適用が
一番難しい素材かもしれません。まず、世の中で使わ
れている資源のほぼ4分の1（質量比）が投入されている
といわれるほど、資源を消費します。解体などに伴う
廃棄物も膨大ですし、地球の全排出量の5％前後を占
めるといわれるCO2の抑制も課題です。
その対策として、たとえばセメントの製造ラインで
は、大量の廃棄物・副産物が再利用されています。コ
ンクリート廃棄物を骨材として再利用する技術にもメ
ドがついています。このシステムが確立されれば、コ
ンクリート建築物の解体廃材の9割（RC造の場合・質
量比）が再利用できると考えられています。
さらに効率的なリサイクルのためには、「逆工程生
産」の概念が有効でしょう。すでに、家電製品などで
は普及している発想で、将来の再利用を想定して解体
しやすい製品をつくるものです。たとえば、石灰石の
代替資源として廃棄コンクリートを使う完全リサイク
ルコンクリート（セメント回収型）は実用化されていま
すし（図3）、廃棄コンクリートから骨材とセメントを容
易に分離し、再利用するための技術開発も進行中です。

地球温暖化問題については、同じ強度でありながら
CO2排出量を約80％カットしたセメントが開発されて
います。また、超高強度コンクリートを使用すると、

図２　

図３　
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樹脂、木材などに代わりつつあるようです。
一方、光の透過性をコントロールする調光ガラスと
しては、液晶を使ったLCWや、日射を制御する
ECW・ SPDなどが開発されています。特にSPDは、
瞬時に日射を遮ることができます。

■塗料──低汚染性と日射反射性が主要課題
塗料においては、低汚染塗料が大きなテーマです。
現在は、親水性塗料によって表面に付着した水の接触
角を小さくすることで、雨水と一緒に汚れを洗い落と
すのが基本的な戦略となっています（図5）。

また、高日射反射率塗料も注目です。これは、日射
反射性にすぐれた白い塗料に、赤外線反射機能を付加
したプライマー（塗装下地材）を組み合わせたもの。コ
ンクリート構造物などに使用することで、ヒートアイ
ランド現象の発生を抑えることが期待されます。
一方、しっくいが持つ質感と機能を引き継ぐ塗料と
して、しっくい塗料の開発が進められています。CO2
吸収機能、消臭・吸着機能、調湿・結露防止機能など、
消石灰に由来する力を生かすための研究が進行中です。

■おわりに
サステナビリティ時代においては、伝承性（素材の
利用度）にまさる土・茅・ガラスなどの伝統的素材と、
技術革新（加工度）が進む金属・ガラスなどの新素材を、
上手に組み合わせて使うことが必要でしょう。その上
で、物理学や化学などの基礎的知識に立脚し、その伝
承と定着まで考慮した材料開発が求められています。
建築家と建材メーカーの積極的なコミュニケーション
が、サステナビリティ時代の素材開発、素材選択のカ
ギであると考えます。

軽量化によって鉄筋・コンクリートの使用量が減り、
CO2排出量を2～3割削減することが可能です。
環境負荷を軽減する技術とは別に、コンクリートの
特性を生かした技術開発も考えられます。たとえば、
コンクリートの蓄熱性を利用したパッシブソーラー技
術やパッシブクーラー技術などが挙げられます。
また、素材の固化に空気中のCO2を利用し、その削

減を促す技術も考えられます。消石灰を使ったしっく
いが好例ですが、中国電力では排出されるCO2で固ま
る建材を試験的に開発しています。

■鋼材──クロム鋼をベースにした新素材開発
鋼材の最大の課題は腐食=さびの防止ですが、そこ
からクロムの保護酸化被膜（不動態被膜）を利用したス
テンレス鋼（クロム鋼）が開発されました（図4）。

関西国際空港や羽田空港にはクロム含有率20～30％
のクロム鋼が使われていますが、含有量を抑え、性能
は保ちつつ低価格な11％クロム鋼も普及しつつありま
す。寿命は約1400年と見積もられており、塩害環境中
の鉄筋コンクリートの鉄筋などに採用されています。
また、21％クロム鋼に少量（0.4％）の銅を配合した

SUS443J1鋼は、一般的なSUS304（クロム18％・ニッ
ケル8％）よりもはるかに耐食性が高いことが分かって
おり、ニッケルを使わない省資源化鋼として注目され
ています。建築材料としては未認可ですが、食器や調
理器具、建築金物などでは実用化されています。

■ガラス──テーマは断熱性から光の透過性に
ガラス素材の課題は熱（断熱性）でしたが、可視光の

透過率をある程度保ったまま熱貫流量を抑える複層
Low-Eガラスの開発で状況は変わりました。今ではむ
しろサッシュの断熱性が問われており、アルミ以外の

会建 材 情 報 交 流

図4　

図5　
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■報告1
「モルタルによる外壁工法と内外装仕上げ材」
富士川建材工業株式会社�

技術生産本部　技術部

部長 齋藤 貴郎  氏

■モルタル外壁工法の大敵、クラックを防ぐ
　モルタル外壁工法は、木造建築の美しい外観を保ち
ながら、耐久性を向上させた左官外壁工法のひとつで
す。ただ、いくら美しい外観であってもクラックが
入ってしまっては、美観も性能も損なってしまいます
ので、弊社ではそういった観点から、モルタルのひび
割れを抑制・防止する工法を開発してきました。まず
は、ノンクラック通気工法から説明いたします。
　通気工法は、木造住宅の壁体内に結露が発生するこ
とを防ぐために、外壁材と断熱材の間に通気層を設け、
壁体内の湿気を常に放出して乾燥状態を保とうという
考えです。また、壁が二重なので、外部からの雨水の
侵入にも強いという利点があります。品確法（住宅の
品質確保の促進等に関する法律）では住宅性能表示制
度の劣化等級3に分類され、長期優良住宅に対応して
います。
　一方のノンクラック工法は、使用するセメントモル
タルに特長があります。従来のモルタル外壁では、セ
メント1：砂3（体積比）のいわゆる1：3モルタルを使っ
ています。さまざまなデザインに対応でき手作り感が
豊かで、耐久性もあるといった長所がある反面、ク

ラックが発生しやすいとよくいわれます。また、1：3
モルタルは調合が現場で行われるため、安定した品質
を出すのが難しいのも弱点といえるでしょう。こうし
たデメリットを、既調合軽量セメントモルタルとガラ
ス繊維ネットを使って克服したのが、ノンクラック工
法です（図1）。
　既調合軽量セメントモルタルについて説明すると、
規定量のセメントと骨材をあらかじめ工場で混ぜ合わ
せ、さらに必要に応じて繊維や軽量骨材、樹脂なども
混入してある製品です。規定量の水と混ぜるだけで施
工でき、作るのが簡単で品質がばらつきにくいよさが
あります。また、単位容積あたりの質量も、1：3モル
タルの2分の1で非常に軽くなっております。さらに、
1： 3モルタルは20mm塗り付けで3回塗るのに対し、
既調合軽量セメントモルタルは15mmの2回塗りで、
塗り回数も少なくて済みます。作業性が非常によい上、
構造体への負担を大幅に軽減できるのも、このモルタ
ルの長所です（図2）。
　ノンクラック工法と、先ほどの外壁通気工法を併用
したのが、ノンクラック通気工法ということになります。
ノンクラック通気工法は、既調合軽量セメントモルタ
ルを使い、表面にはガラス繊維ネットを伏せ込んで、
クラックを防止しようというものです。施工も、外壁
通気工法やノンクラック方法と大差なく、簡単です。
　クラック防止効果ですが、規定の供試体を使って3
点荷重試験を実施したところ、ガラス繊維ネットを伏
せ込んだ方は、変位20mmになっても目立ったクラッ
クが発生しない。一方、補強がない方は、変位が
2mmでもクラックが発生して折れ曲がってしまうと
いう結果になりました。

図１　 図２　
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　また、弊社所有の水平加力試験機で、層間変形角1
／200～1／100radを3回ずつ繰り返す面内せん断試験
を実施したところ、ガラス繊維ネットがまったくない
壁は0.2mm幅以上のクラックが無数に発生しました。
ところが、開口部にネットを張ると、その部分のク
ラックは0.1mm以下、全面にネットの伏せ込みを行う
と、すべてのクラックが0.1mm以下に収まりました。
最後に、開口部がない試験体で全面にネットを伏せ込
むと、クラック発生ゼロという結果が出ています。つ
まり、クラック防止にガラス繊維ネットが有効という
ことが判明したわけです。

■通気性・施工性ともにすぐれた「TAKOHO」
　次のモルタル外壁通気シート工法は、TAKOHOと
いう名称で弊社が扱っております。一般的な胴縁通気
工法との違いは、下地面材に透湿防水シートを張りつ
け、その上に独自のTAKOHOシートをステープルで
留める点です（図3）。

　この工法では、透湿防水シートを張った下地材と
TAKOHOシートの間に生まれた通気層が、壁体内に
空気の流れを発生させ、余分な湿気を放出するだけで
なく、屋外からの熱気や冷気を和らげる効果を発揮し
ます（図4）。長所としては、胴縁不要で施工がしやす
いこと、ノンクラック工法と同様クラックが発生しに
くいこと、ローコストで安価に通気工法ができること、
などが挙げられると思います。もちろん、長期優良住
宅制度にも対応しております。
　カップの部分をステープル固定するため、防水性が
気になる方も多いかと思いますが、TAKOHOシート
に止水性機能を備えているため、下地材には一切水漏

れがないことが、試験の結果確認されております。ま
た、カップに水を貯め、ステープルからの漏水を確認
する試験でも、透湿防水シートや下地材への水の浸出
がなかったという結果が出ています。一方、水平加力
試験によってひび割れの確認をおこなったところ、層
間変形角1／120radで0.1mm以上のひび割れなし、と、
こちらも信頼できる結果となりました。

■地震動によるクラックから外壁を守る
　当社では、ノンクラック工法以上にひび割れ防止効
果が高く、厳しい条件にも対応できるスーパーノンク
ラック工法も開発しています。こちらは、ガラス繊維
ネットと併用して、補強用ラスをモルタルの中に埋め
込み、クラック発生を防止しようという方法です。地
震に強く耐久力があり、通気工法にも使用できる点で、
ラスモルタル外壁のひび割れ防止技術の信頼性につな
がる工法だと自負しております。
　モルタル外壁のひび割れの種類としては、乾燥収縮
や温冷ムーブメントなど、材料自身のひずみに由来す
るものと、構造躯体の変形によるものの2種類に大き
く分けられると思います。これを防ぐには、材料を改
善する、下地を補強する、繊維ネットを使うといった
方法が考えられます。たとえば、乾燥収縮に伴うひび
割れには、ネットの使用が効果的です。
　しかし、地震などによる構造躯体の変形は、繊維
ネットの引っ張り力では対応しきれません。特に、外
壁のコーナー部分には、一般部分の9倍もの力がかか
るといわれています（図5）。そこで、繊維ネットより
も引っ張りに強い補強用ラスを使って、過剰なひずみ
に対応させたのが、スーパーノンクラック工法です。

図４

図３
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　実際に水平加力試験機で梁を左右に動かし、躯体の
変形によるひび割れの状況を確認してみました。木造
住宅で一般的な層間変形角1／120rad（震度5弱の地震
に対応）でせん断試験を行い、ひび割れ率を調べた結
果は以下の通りです。１）補強なし：7.14%　2）開口部
四隅に補強用ラスをステープルで固定（従来の補強方
法）：1.83～2.44％　3）ガラス繊維ネットを全体に伏せ込
み（ノンクラック工法）：0.67％　4）補強用ラスを下塗りに
伏せ込み補強※1：0.73％　5）補強用ラスとガラス繊維
ネットを併用して補強※2：0.00％。
　ガラス繊維ネット単独でもかなり効果はありますが、
補強用ラスとネットを併用すると、変形によるクラッ
クにはきわめて有効であることがお分かりいただける
と思います。
※1：ラスの入れ方・質量・寸法などをいろいろ変えた中のひとつ。
※2：通常の直塗り工法、通気工法とも同じ結果。

■注目を集める調湿性内装材
　人が健康でいられる相対湿度は、大体40%～60%と
いわれており、これより低いとウイルス、バクテリア
が繁殖しやすくなり、高いとダニやカビが発生しやす
いといわれています。現代の住宅で問題となるカビ、
ダニ、結露の発生、アレルギー疾患やシックハウス症
候群などは、高気密化・個室化の普及、窓を開けず畳
も干さないといった生活環境の変化、さらに接着剤の
使用などが理由ですが、これらの多くは、湿度と深く
関係しています。
　設備機器に頼らずに湿度調整を行う方法として注目
されているのが、さまざまな調湿性内装材です。梅雨
期の屋内湿度を比較した実験では、ビニールクロスを

使った試験棟内では湿度80％を超えた日が60%近くに
なったのに、調湿性内装材を使用した棟は10%以下で
あったという結果が報告されています（日本建築学会
技術報告集第10号）。調湿性素材の効果がよくお分か
りいただけると思います。
　調湿性内装材でよく知られているのは珪藻（けいそ
う）土です。その名の通り、太古の植物プランクトン
（ケイソウ類）の殻が堆積した地層からとれる土で、二
酸化ケイ素を主成分とする超多孔質粒子が集まってで
きています。粒子の表面にあいた無数の細かい穴が、
湿気を吸ったり吐き出したりする役割を果たします。
　また、シリカアルミナ多孔体で構成された天然鉱物
で、高い消臭・水浄化機能を持つ天然ゼオライト、火
山灰土を原料とし、耐火・断熱・耐酸・耐アルカリ性
能にもすぐれたシラスなども、調湿性素材として注目
を集めています。これらを使った内装材は、弊社でも
製品化しています。
　一方、地域独自の素材を利用した内装材として、漆
喰（しっくい）を利用した内装仕上げ材も出しています。
地域の土と漆喰を混ぜ合わせることで、その土地その
土地の風土に合い、地産地消にもなる、自然素材
100％の内装材をご提案しています。合わせてご検討
いただければと思います（図6）。　   ※関連記事：P29

図６

図５
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り、開発側としてはいろんな意味で開発の幅が広がり
ました。
　こうした変更の結果、今までは試験方法の違いから
別々とされていた「防火」「準耐火」「耐火」という序
列が明確になりました。「防火」の上に「準耐火」、さ
らにその上に「耐火」が来るということで、例えば耐
火認定を取ったものは、防火認定もクリアできるとい
うことです。
　当社では、試験方法の変更に伴っていろいろ開発を
進めてきておりましたが、この過程で問題が発生しま
した。国土交通省で過去の認定商品の性能確認が行わ
れ、当社の耐火1時間間仕切りが認定取り消しの対象
となったわけです。
　この問題を受け、不燃・防耐火構造認定商品の性能
面における安全基準というものを社内的に設定しまし
た。何をしたかというと、旧試験で認定を受けた商品
については、単なる読み替え認定、つまり新たな試験
方法でクリアできると判断したものは新しい番号をも
らうという方法はとらない、全部、現行の試験方法で
認定を取り直すという決断をしたわけです。以来、当
社ではこの方針をずっと進めてきております。
　また、昔は試験基準ギリギリで認定を取ることが評
価されていた面がありましたが、それは非常に考え方
がおかしいということで、今は十分な安全レベルを確
保した上で認定の取り直しを進めております。
　これからご紹介する耐火用繊維混入石膏板、「FPエ
フジーボード」といいますが、これもこの過程の中で
生まれたものです。一般内装用に販売している石膏系
ボードと別立てに耐火性能を上げたものを開発しまし
て、新たな不燃認定を取り直したということです。

■報告2
「耐火性能の安全・安心─耐火間仕切壁用
繊維混入石膏板（FPFG）について」

株式会社エーアンドエーマテリアル

建材営業本部　技術・開発部

部長　磯部 勝彦 氏（右）
技術グループリーダー　久保 剛  氏（左）

■耐火認定の変更がもたらしたもの
磯部　当社の主力商品は、けい酸カルシウム板、セメ
ント板、石膏系ボードです。今回は、新たに開発され
た耐火用石膏系ボードについてお話をいたします。
　皆さまご存じのように、2000（平成12）年の改正建築基
準法により、耐火認定の試験方法が仕様規定から性能
規定へ移行しました。日本独自の試験方法からISO基準
に準拠した共通の試験方法に変わったということです。
　新旧の試験方法の比較をご紹介します（図1･2）。試
験体のサイズ、加熱温度、温度時間などが変わってお
ります。加熱時間については、現在は、1時間加熱後
放置し、3時間後の温度上昇を見る方法が大半です。
また、衝撃試験もなくなっています。さらに、温度の
判定基準も大きく変わりました。昔は鋼材温度という
ものがありましたが、今は建材裏面側の温度のみとな

図１ 図２
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■強くてしなやかな不燃建材「エフジーボード」
久保　「FPエフジーボード」は、当社の新しい耐火間
仕切用繊維混入石膏板です。当社の繊維混入石膏板で、
不燃認定NM-2967「エフジーボード」の耐火性能をさ
らに上げたものです。
　最初に、「エフジーボード」の大きな特長を4つご紹
介します。1つ目は寸法安定性、つまり水分や湿度に
対する長さ変化率が非常に小さい点、2つ目は、可撓
性が高く曲面施工が可能な点。3つ目は、遮音性能に
優れる点。4つ目は、耐衝撃性に優れる点です。具体
的な物性値をご覧いただきます（図3）。

　まず、寸法安定性についてお話しします。｢エフジー
ボード｣の見かけ密度は1.6、けいカル板の0.8～1.0、
石膏ボードの0.7に比べると、石膏系でありながら密
度が非常に高い材料です。長さ方向に流れている繊維
に対して垂直に力を加えた場合の曲げ強さも18N/
mm²と、けいカル板や一般の内装用石膏ボードの2倍
弱の曲げ応力があります。また、曲げヤング率も
13kN/mm²とセメント系に比べると若干柔らかさがあ
ります。吸水率は15％程度です。総じて非常にタフな
材料、強くて軟らかい材料といえます。
　特長的なのが、吸水による長さ変化率です。繊維方
向(長さ方向)の変化率は0.07％、1,000mm(=１m)に対
して0.7mmくらいの収縮しか起きません。飽水状態の
含水率15％から40℃で24時間乾燥させ、含水率0.5％
前後まで下げた時の変化率が、この値です。これも安
全値を見たデータで、社内の検査では、0.05％くらい
が平均値と、非常に長さ変化率が小さい材質です。実
際には内装用材料ですから、雨水などで限界ぎりぎり
の吸水率になることはまず想定できません。長さ変化

率もクラックも非常に少ないといえます。

■曲面に沿って「曲げられる」石膏ボード
　第2は可撓性です。通常のドライ工法の場合、繊維
方向に直角に、横張りに曲げるようなものをイメージ
していただければいいと思いますが、6mm厚のもので、
曲率半径1,000mを基準として出しております。これ
はあくまでもカタログ値で、限界値としておおよそ3
倍を見ておりますから、実際には曲率半径300mmく
らいは曲がる材料です。もう少し曲げたいのであれば、
ウエット工法というのがあります。ホースでボードに
散水したり、10分ほど水槽に漬けて、飽水状態にして
から曲げる方法で、面下地で200mm、胴縁下地で
400mmの曲率半径を基準としております（図4）。
　曲面の施工例ですが、大阪モード学園のモニュメン
トの地図ですね。このように卵型や3次曲面もできま
す。もう一つは、新潟にあるプラスチック系材料の研
究所の内装です。こういう多次元曲面もすべて｢エフ

図３

図５

図４
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ジーボード｣の曲げ加工でやっています（図5）。
　第3の遮音性ですが、一般に材料の密度の高い方が、
一定の遮音性が出ます。さらに、単位重量があっても
軟らかい材料は、コインシデンス（遮音性の落ち込み）
が125～4000Hzの帯域には出にくい特性があります。
遮音特性を生かした実績では、文化ホールや音楽ホー
ル、音楽関係の施設にかなり使われております。最近
では、この会場のすぐ近くの中之島フェスティバル
ホールの天井とか、韓国などでも遮音材料として使わ
れています。この遮音性や可撓性を構造体の方にも生
かしたいということで、新たに構造認定も取っており
ます。

■新しい耐火構造間仕切り「FPエフジーボード」
　今回の「FPエフジーボード」は、「エフジーボー
ド」を改良して、耐火構造用につくったものです。簡
単にいってしまうと、一般のエフジーボードより熱収
縮が少ない。800℃、1000℃の熱に対しても収縮量が
少なくなるような補強繊維等を加えています。2種類
の間仕切りについて、ご紹介させていただきます。
　第１は、曲面施工が可能な耐火間仕切りの「FPエ
フジーボード耐火60」。6mm厚の板を3層両面張りに
張ってもらえれば耐火1時間という材料なんですが、
波打ったような施工も可能ですし、廊下のコーナーの
部分だけ強いアールを付けたいというようなご希望で
も対応できます。
　注意点としては、認定の中でスタッド（間柱）が
450mmピッチで一般的に使われていますが、コー
ナーでアールを付けたいということがあれば、必要に
より半分の225mmピッチくらいで使用していただき
たい。それが唯一の注意点になると思います。曲げ施
工になると横張りになると思いますが、横目地でク
ラックが入るといった可能性が非常に少ない材料です。
　第2は、近々出す予定の構造商品ですが、｢FPエフ
ジーボードG耐火60｣。売りは高遮音耐火ということで、
耐火と遮音の両方を兼ね備えてた間仕切りです。75～
113mmの範囲の中空層をはさんで、強化石膏ボード
15mmと「FPエフジーボードG耐火60」6mm、スタッ
ドは300mmピッチの千鳥配置という材料構成で、耐火
構造試験も合格して、近々認定される予定です。
　この遮音性能ですが、75～100mmの中空層を持つ
一般的な施工法でTLD値45仕様、建築基準法の遮音

構造基準からワンランク上がった性能をクリアしてお
ります。コンクリート壁でいえば150mm厚くらいの
遮音性能になります。もっと遮音性のグレードを上げ
たいとなりますと、中空層を100mmに組んで、間に
グラスウール24ｋを25mm厚で入れていただければ、
性能は格段に上がりTLD値55仕様に相当します。品
確法でいえば最高等級の4レベル、マンションなどの
間仕切りにも使えるぐらい遮音性能があります（図6）。

　なお、｢FPエフジーボードG耐火60｣の遮音認定は要
らない、耐火構造認定だけでいい場合、スタッドの
ピッチは600mm以下とし、横張でよろしければ、こ
のピッチで石膏ボードと本製品をビス留めしていただ
ければ、耐火構造の構造体にも使えます。従来のエフ
ジーボードともどもご愛顧いただければ、ありがたく
思います。

磯部　今回は、もともと不燃認定された商品を耐火の
視点でグレードアップしましたが、逆に耐火性がベー
スになっているものを特化して不燃内装材をつくりま
すと、耐火認定を取った時点で不燃認定もクリアして
いますから、その分だけコストが下がるという面もあ
ります。やはり、1つの商品ですべてをまかなうとい
くことではなくて、目的にあった形での商品開発を
行ってコスト面を抑え、リーズナブルな価格の商品を
ユーザーの皆さまに供給していく、という形が、今後
の当社の基本になっていくのかな、と考えております。
ご清聴ありがとうございました。    ※関連記事：P28

図６
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確かな品質のものを、スピーディに全国へ。
進化し続ける、金物の物流商社。
1893（明治26）年に金物の行商から始まった株式会社ハイロジック（旧社名：日垣本社）は、今年創業120周年を迎える。ドアハ
ンドルなどをはじめとする戸建用金物、リフォーム市場を見すえたDIY金物、環境・耐震など時代にマッチしたビル用金物を三本柱
に、全国各地へスピーディに商品を供給する物流体制をとる。中村裕一社長は、前社長の「商売は人と人」の精神を受け継ぎな
がら、次 と々新たなチャレンジを試みる。

■最初は行商、のちに拠点からの供給体制にシフト
──創業120周年おめでとうございます。
中村　ありがとうございます。当社の出発点は、創業者
日垣太市郎が1893（明治26）年に始めた金物商です。1929

（昭和4）年には日垣太市郎商店が設立され、さらに株式
会社日垣本社へと発展しました。1977（昭和52）年、日垣
本社の主要仕入先メーカーである株式会社日中製作所が
当社の株式を買い取り、1984（昭和59）年に、私の父で当
時の日中製作所代表者だった中村一男が社長に就任した
のです。
──お父上は現在、ハイロジック会長ですね。
中村　日中製作所は日本建築材料協会会員であり、現在
も変わらずハイロジックの主力仕入先です。
──日垣太市郎氏の仕事ぶりは聞いておられますか。
中村　創業地は現在の大阪市中央区。空堀あたりを拠
点に全国へ行商していたそうです。社名を日垣本社と改
称した1937（昭和12）年には、すでに海外進出も果たして
おり、上海、大連、天津に支店がありました。
──昭和30～40年代、全国に支店を展開されました。
中村　取扱商品の増加、短納期へのニーズなどで、足で
稼ぐ行商はもう限界でした。全国展開によって、現地に
拠点を構えての営業体制にシフトしていきました。

■いざ経営刷新。順調な増益の背景にゴルフ大会
──仕入先の日中製作所が株式を買い取った背景は？
中村　規模拡大による人件費の増大、得意先の倒産など
で、業績が伸び悩んだためです。新体制でスタートした
1984（昭和59）年以後は、経営刷新により増収・増益を果
たし、おかげさまで現在に至っております。
──どのような営業努力があったのですか？
中村　前社長（中村一男現会長）は、「商売は人と人が基
本」という考え方を大事にしていました。そこで、普段面

代表取締役社長

中村 裕一 氏

1977（昭和52）年	 株式会社日中製作所に入社
1983（昭和58）年	 株式会社日垣本社（現ハイロジック）に入社
1989（平成元）年		 同社取締役大阪支店長に就任
1998（平成10）年	 同社取締役副社長に就任
2006（平成18）年	 同社代表取締役社長に就任

社　名	／株式会社ハイロジック
代表者	／代表取締役社長　中村	裕一
創　業	／1893（明治26）年
設　立	／1929（昭和4）年
資本金	／1億8,000万円
従業員	／93名（パート含む）
取扱商品	／建築金物、住宅機器、DIY商品の国内売買および輸

出入
本　社	／大阪府東大阪市稲田三島町2-56
ＴＥＬ	／06-6744-5481
ＵＲＬ	／http://www.hilogik.jp/

会員企業の横顔　No.51　株式会社ハイロジック
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識を持つことがない全国のお客様と、何とかコミュニ
ケーションを取れないものかと考えた結果、趣味のゴル
フを利用したイベントを企画立案したのです。
──有名な「日垣チャンピオンシップ」ですね。
中村　ただのゴルフコンペではありません。全国4会場で
予選を行い、11月に大阪で決勝大会を開催します。予選
ごとに50～60人は参加しますから、相当な規模です。毎
年開催することで、当社と取引先、取引先企業同士のつ
ながりが深まり、さらに新たなビジネスも広がってきまし
た。何とか続けてこられて、今年は開催20周年。すっか
り伝統行事になった感があります。
──商品に関しても、何か刷新は行われましたか？
中村　それまでは戸建住宅用金物だけを取り扱っていま
したが、DIY関連商品の需要増加に応じ1981（昭和56）年、
業界に先駆けてホームセンター部門（現HI事業部）を創設
しました。加えて、10年前からはビル用金物にも力を入れ
るようになりました。

■HILOGIK――日中と日垣のロジスティック金物
──ご自身が社長に就任されてからの取り組みは？
中村　「ムダをなくす」ための5S活動（※）、チームワーク
強化、商品のブラッシュアップなどです。5S活動を始め
たのは3年前。「金物は腐らないから」と保管しておいた

商品がデッドストックの山になり、雑然とした環境が常態
化していたからです。「必要なものだけがあるフレッシュ
なオフィス・倉庫」を目指し、全社で5S活動に取り組ん
だことによって、社内の意思統一が図れ、結果として社
内コミュニケーションの活性化、チームワークの強化にも
つながりました。
※5S活動：整理、整頓、清掃、清潔、しつけの5項目をまと
めた職場環境の維持改善運動。

──商品のブラッシュアップに関しては？
中村　昨年、ISO9001と14001認証を取得しました。今
後はISOに基づいて品質管理を徹底します。より安心い
ただける商品にするため、検査部門をつくり、研究室の
ようなものも設置したいと考えています。
──新社名も社長ご自身が考えられたそうですね。
中村　ハイロジック（HILOGIK）は、「日中（HI）と日垣

（HI）のロジスティック金物（K）」を意味します。私たちの
商売は、「いかに早く商品を届けるか」が命。だから「物
流」を意識したワードを入れました。「HI」をデザイン化
したロゴマークは、お客様が絶え間なく訪れるように人
がドアをノックしているイメージと、ドアハンドルの販売
から始まった当社の原点を表現しています。「変わったの
は社名だけ」といわれることのないよう、日々進歩し続
けていきたいですね。　                  ※関連記事：P29

  会 員 企 業 の 横 顔  

引戸引き込み装置「エコキャッチ」（ビル用金物） 車止め（ビル用金物） 点字マット、グレーチング（ビル用金物）

本社外観 カーテンレール、ドアハンドルなど戸建用金物 DIY金物各種
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株式会社ノーリツ

お問い合わせ先

S-Blinkシリーズは、2003（平成15）年に発表されたシステムキッチン用ビルトインコンロのブランドです。前面パネルにステンレス素材を
採用し、｢プッシュダイヤル式ボタン｣｢飛び出す操作パネル｣を搭載することで、画期的なフラットデザインを実現。現在の高級ビルトインコ
ンロのパイオニアとして、累計55万世帯のご家庭でご愛用いただいています。誕生10周年を迎える今年を記念して、高級感あふれる
S-Blink revor premiumを販売いたします。

○高いデザイン性／トッププレートには、当社最高級品で使用されている”プラチナシルバーガ
ラストップ”を採用。前面パネルにもステンレスフェイスを搭載し、高い上質感を実現。
○便利なレンジフード連動機能／コンロの点火・消火に合わせてレンジフードが自動で運転、効
率よく換気を行い節電にも貢献。

○使いやすいフラット焼き網／グリルの焼き網から脚を追放、お手入れの手間を軽減。
○清潔さを保つワイドサイドカバー／グリル内部を汚れから守り、取り外して洗えるるワイド
カバーを採用。

○多彩な機能／炊飯・湯沸し機能（コンロ）、あたため・トースター機能（グリル）など、新開発の
機能で節電に貢献。

○良好なコストパフォーマンス／スタンダードグレードとなるrevorをベースとすることで、上質感
あふれる製品ながら価格を抑え、お買い得感を追求したモデル。

＜特長＞

ビルトインコンロS-Ｂlinkシリーズに高級感あふれる新タイプ登場。

S-Blink revor premium

ステンレスフェイスプラチナシルバーガラストップ

株式会社ノーリツ　TEL 0120-911-026  　 http://www.noritz.co.jp

株式会社エーアンドエーマテリアル

お問い合わせ先 株式会社エーアンドエーマテリアル建材営業部　TEL 045-503-5771  　 http://www.aa-material.co.jp/

「FPエフジーボード耐火60」は、独自の技術によりさまざまな曲面施工に対応が可能。デ
ザイン性を重視した曲面間仕切壁の施工に真価を発揮します。

○曲面施工が容易／緩やかな曲面に対してはドライのままで、厳しい曲面に対してはウエット工

法により施工が可能。

○60分耐火性能／改正建築基準法で定められた60分耐火試験をクリア、国土交通大臣認定

済みの耐火間仕切壁（FP060NP-0327）。

○高い寸法安定性／吸放湿による膨張収縮が非常に小さいため、ウエット工法においても高い

寸法安定性を発揮。ジョイントレス工法でも美しい仕上がりを実現。

○すぐれた加工性／ボードカッターで簡単に切断でき、ノコギリ、カンナ、クギによる加工にも対応。

○遮音効果も良好／片面３層仕様の間仕切壁となるため、他の内装用せっこうボード、けい酸カ

ルシウム板に比べて良好な遮音性を発揮。

＜特長＞

曲面施工が可能な耐火間仕切壁。

FPエフジーボード耐火60

FPエフジーボード耐火60のイメージ図（上）と曲面施行例（下）

富士川建材工業株式会社

お問い合わせ先 富士川建材工業株式会社　TEL 045-772-1811  　 http://www.fujikawakenzai.co.jp

モルタル外壁の施工では、壁体内の通気性確保とモルタルのクラック防止が大きな課題でした。TAKOHOは、独自に開発された
TAKOHO通気シートによって、壁体内に十分な通気層を確保。さらに、モルタル全体に伏せ込まれたガラス繊維ネットがクラックを防ぎま
す。長期優良住宅にも対応した画期的なモルタル通気工法です。

○優れた通気性／カップ状の凹凸がついたTAKOHOシートが外壁内に通気層を形成。壁

体内の結露や腐朽を防ぐことで、外壁の耐久性を大幅に向上するとともに、断熱性能も

確保。

○高い止水性／TAKOHOシートと、その下の透湿防水シートが、雨水などの浸入を防止。

○外壁クラック対策／モルタルには、軽量でクラック防止効果の高い｢ラスモル(既調合軽

量モルタル)｣を使用。さらに、TAG（耐アルカリガラス繊維）ネットを全面に伏せ込むこと

で、クラックの発生を防止。

○良好な施工性／TAKOHOシートをステープルで固定するだけで、面倒な胴縁、補助胴縁

が不要な簡単施工。

○長期優良住宅対応／通気層の確保と高い防水性により、長期優良住宅にも対応。

＜特長＞

モルタル外壁の常識を変える画期的通気工法。

TAKOHOモルタル外壁通気シート工法

TAKOHOイメージ図

新製品＆注目製品情報
Atte

ntion
!

New
!
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富士川建材工業株式会社

お問い合わせ先 富士川建材工業株式会社　TEL 045-772-1811  　 http://www.fujikawakenzai.co.jp

モルタル外壁の施工では、壁体内の通気性確保とモルタルのクラック防止が大きな課題でした。TAKOHOは、独自に開発された
TAKOHO通気シートによって、壁体内に十分な通気層を確保。さらに、モルタル全体に伏せ込まれたガラス繊維ネットがクラックを防ぎま
す。長期優良住宅にも対応した画期的なモルタル通気工法です。

○優れた通気性／カップ状の凹凸がついたTAKOHOシートが外壁内に通気層を形成。壁

体内の結露や腐朽を防ぐことで、外壁の耐久性を大幅に向上するとともに、断熱性能も

確保。

○高い止水性／TAKOHOシートと、その下の透湿防水シートが、雨水などの浸入を防止。

○外壁クラック対策／モルタルには、軽量でクラック防止効果の高い｢ラスモル(既調合軽

量モルタル)｣を使用。さらに、TAG（耐アルカリガラス繊維）ネットを全面に伏せ込むこと

で、クラックの発生を防止。

○良好な施工性／TAKOHOシートをステープルで固定するだけで、面倒な胴縁、補助胴縁

が不要な簡単施工。

○長期優良住宅対応／通気層の確保と高い防水性により、長期優良住宅にも対応。

＜特長＞

モルタル外壁の常識を変える画期的通気工法。

TAKOHOモルタル外壁通気シート工法

TAKOHOイメージ図

株式会社ハイロジック

お問い合わせ先 株式会社ハイロジック　TEL 06-6744-5481  　 http://www.hilogik.jp/

住む人が使うときはスムーズに、しかし侵入者にとっては容易に解錠できないように、と玄関錠には相反する二つの性能が求められます。
ハイロジックの玄関引違戸錠シリーズは、この難しい要求を高いレベルでクリア。操作性・防犯性はもちろん、デザイン性にも配慮した多
彩な玄関引違戸錠を提供しています。

○スムーズな操作性①／従来の玄関錠のような鍵を押し回し

は不要、そのまま回すだけでスムーズに解施錠が完了。

○スムーズな操作性②／室内側からの操作しやすい大きなス

ライド式ツマミを採用。さらに施錠・解錠がしやすい大型補

助つまみもセット。

○高い防犯性／シリンダー錠は耐ピッキング性能10分以上を

実現。

○ダブルロック可能／GA - 9 0 0DX（玄関引違戸錠）と

GA-950DX（面付戸先鎌錠）は、同一鍵番号を設定できる

ため、１キー・ダブルロックとすることが可能。

○デザインにも配慮／外網戸に対応した薄型フラットデザイン

に、選べる２色をご用意（ブロンズ・シルバー）

＜特長＞

操作性と防犯性に配慮した戸建住宅用玄関錠。

玄関引違戸錠シリーズ

面付戸先内締錠 GA-950F 玄関引違戸錠 GA-900DX/F 面付戸先鎌錠 GA-950DX

新製品＆注目製品情報
New

!
Atte

ntion
!
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GBRC便り
新技術開発支援室の設立等の組織変更および部門名称の変更

１．新技術開発支援室の設置について
　依頼者の方々の多種多様な技術開発ニーズに的確か
つ迅速に対応する部署として、新技術開発支援室
（Technology Development Consulting Division ）を
試験研究センター内に設置しました。この支援室は依
頼者のプロジェクトの目的達成のために最適（コスト、
時間など）な道筋を提示することを業務目的とする組
織であり、これまで個々の部・室単位で対応していた
業務を集約し、新組織図に示すとおり試験研究セン
ター長直轄で業務にあたります。
　当法人が実施している試験、証明・認証業務におけ
る依頼者の方々への技術開発支援として、技術開発の
目標やプロジェクトの内容に応じて直ちに専門チーム
を結成し、総合的に対応いたします。実験（試験）や数
値解析は支援業務の一つの手段と位置付け、必要に応
じてこれらを含めた適切な計画および工程表を提示し
て、ご依頼の要請にお応えします。また、証明・認証

等案件につきましては、建築確認評定センターと連携
をとりつつ迅速な対応を図ります。
　以上の業務を対象技術分野専門チームが依頼者と相
談しつつ進め、支援業務の提案書とその見積書を提示
します。その結果を踏まえて担当部署が計画の実行に
あたることになります。詳細は下記窓口にご相談くだ
さい。
ご相談窓口：一般財団法人日本建築総合試験所　業務課
　　　　　   TEL : 06-6872-0391  FAX : 06-6872-0784
　　　　　   E-mail : info@gbrc.or.jp

２．組織変更と部門名称の変更について
　試験研究センターの「建築物理部」の名称を「環境
部」に変更しました。同部の3試験室の編成は変更あり
ません。品質保証部内にあった「研修係」を事務局総
務部業務課へ移しました。また、建築確認評定セン
ター内に、あらたに「業務管理課」を設置しました。

環境部

研修係

数値解析グループ新技術開発支援室

業務管理課

一般財団法人　日本建築総合試験所　組織図
（平成25年4月1日）



… 31けんざい240号　2013年4月

１．S
サ イ テ ッ ク

iTeC（On-Site Testing of Concrete）〔コンクリート現場試験技能者認定制度〕
　建設工事現場における各種現場試験または測定業務は、当該試験に関する知識及び技能を有する者が実施す
ることが望まれます。本認定制度では、現場で行う以下の5区分の試験・検査について筆記及び実技試験を行い、
適正な力量を有している技能者を認定し、登録しています。

①フレッシュコンクリートの受入検査（区分記号：F）
②RI水分計によるフレッシュコンクリートの単位水量連続測定方法（区分記号：FA）
③電子レンジを用いたフレッシュコンクリートの単位水量推定のためのモルタルの採取方法および質量減少
　試験方法 （区分記号：FB）
④コンクリートの反発度の測定方法（区分記号：HA）
⑤電磁誘導法によるコンクリート中の鉄筋のかぶり厚さ測定方法（区分記号：HB）

２．L
ラ ボ テ ッ ク

aboTeC（Laboratory Testing of Concrete）〔試験要員認定制度〕
　建設工事の監理に関わるコンクリートの品質試験やコンクリート製造者による製品試験及び原材料の品質試
験の内、試験室で実施するコンクリート用の材料やコンクリート製品の試験は、当該試験に関する知識及び技
能を有する者が実施することが望まれます。本認定制度では、試験室で行う以下の4区分の試験について筆記及
び実技試験を行い、適正な力量を有している技能者を認定し、登録しています。

①プレキャストコンクリート製品工場の試験（区分記号：LP）
②コンクリートの圧縮強度試験（区分記号：LCA）
③コンクリートの曲げ強度試験（区分記号：LCB）
④コンクリート用骨材の試験（区分記号：LAA）

３．H
ハ イ テ ク

iTEC（High Technology of Concrete）〔コンクリートHiTEC講座〕
　コンクリート技術者に対して、最新の高度なコンクリート関連技術の講義・演習を行っています。
平成24年度には「生コンHiQC」定期研修として①コンクリートの品質管理、②生コンの安定供給に向けてと題
した講義を行いました。

４．コンクリート工事実務研修
　大阪府内建築行政連絡協議会制定の「コンクリート工事に関する取扱要領」に基づく指定研修を実施しています。

研修事業の詳細は、当法人のホームページ（http://www.gbrc.or.jp）の「研修・講習」をご覧下さい。

	 ■お問い合わせ先
 一般財団法人日本建築総合試験所 総務部 業務課 研修係
 TEL：06-6834-4775（直通） FAX：06-6872-0413  
 E-mail：kensyu1@gbrc.or.jp

研修事業のご案内
一般財団法人日本建築総合試験所では、以下の研修を実施しております。

  G B R C 便 り   
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健
住 宅

第69回 を考える康

■健康住宅認証制度を支える部会

　日本健康住宅協会（KJK）が行う事業のひとつに、健康
住宅認証制度があります。ブランディング部会の主な役割
は、この制度の整備を行うことです。
　現在、KJKでは空気環境の認証制度を運用しています。
これは、住宅の空気環境について、測定・解析・報告を
行うとともに、良好な状態を保つために配慮すべき点を助
言・認証するものです。一連の作業については、KJK認
定の健康住宅スペシャリストや健康住宅アドバイザー、
KJK指定の解析機関が当たります。
　この制度が建築基準法や品確法の検査と違うのは、住
宅というハードだけではなく、住生活全体も対象としてい
ること。配慮すべき事項も、ファイル一冊になる膨大なも
のです。また、認証された住宅については、KJKから認
定証が発行され、住まい手の「安心」を支える仕組みに
なっています。
　実は、健康住宅認証制度の大きなカギは、この「安心」
です。他の方々からもお話があったと思いますが、現代の
住宅は先進設計・設備の塊といえます。自動車や飛行機
と同じで、きちんと「操作」しないと十分な能力を発揮でき
ませんし、住まい手の健康を損なうおそれさえあります。
　一例を挙げれば換気です。今の住宅は、建築基準法で
24時間換気システムの設置が義務付けられています。しか
し、省エネや節電を優先する住まい手が、このシステムのス
イッチを切ってしまったらどうなるでしょうか。気密性が高い
今の住宅では、汚れた空気もよどみやすくなります。VOC（揮
発性有機化合物）を発生する家具などが持ち込まれれば、
シックハウス症候群などの温床にもなりかねません。性能的
な欠陥は全然ないけれど、住まい手の理解不足から問題を
起こす「欠解住宅」になってしまうということです。
　現行の建築基準法や住宅性能表示制度、品確法は、
あくまでも住宅の品質を問うものです。「安全」は担保して
くれますが、こういうリスクをきちんと説明し、住まい手の
「安心」を担保する仕組みにはなっていません。そこに、

私たちの認証制度の役割と意義があります。KJKが私企
業でなく、中立性の高いNPO法人であることも、住まい
手の安心を支える上で重要です。

■認証制度の一層の整備と拡充を目指して

　ブランディング部会では、認証制度の整備と拡充を目指
して活動を続けています。まず、現行の空気環境の認証
制度に関して、測定する化学物質の項目を増やすことを考
えています。空気環境に影響する化学物質は約300種類
あるといわれますが、それぞれについてKJKとしての評価
値をつくる作業を進めています。さらに、化学物質の総
量を減らす「ケミレス」化についても、ワーキンググループ
を立ち上げました。
　空気環境に続く認証制度の運用も大きな目標です。温
冷感や結露に関する温熱環境、騒音や振動を扱う音/振
動環境をはじめ、光視環境、水環境、住生活環境など
について、具体的に動かせるシステムの確立を目指してい
ます。認証制度の内容が充実すればするほど、住まい手
の安心も深まりますし、制度全体の認知度や信頼性も高
まるでしょう。時間的にも内容的にもハードですが、関係
部会とも連携しながら前へ進めていこうと考えています。
　もちろん、一般の方々に認証制度そのものを知ってもら
い、理解を得る努力も大切です。認証制度に関するプレ
ス発表やイベントの実施、ホームページなどによる発信な
ど、広報委員会などの活動をサポートしながら、皆さんの
関心を広げているところです。「KJKの認証を受けた住宅
だから、この家は安心だ」というレベルまで普及すれば、
それが一番でしょうね。。
●お問い合わせは
　NPO法人日本健康住宅協会
　事業委員会　ブランディング部会長　
　迫田篤哉（株式会社大阪環境技術センター）
　TEL／06-6390-8561　FAX／06-6390-8564
　http://www.kjknpo.com/html_j/jinzai/iinkai.htm

【部会長訪問】事業委員会　ブランディング部会・迫田篤哉部会長
住まい手の「安心」を支える認証制度を目指して。
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広告

本社
（関西太平洋鉱産（株）正門前）
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　　Japan Building
　　　　Materials Association

2月4日（月）、日経BP社の雑誌「日経アーキテクチュ
ア」と「日経ホームビルダー」が発表した「採用した
い建材・設備メーカーランキング2012」の贈賞式が行
われ、協会会員である株式会社淀川製鋼所が、金属サ
イディング部門の首位企業として表彰されました。当
日は、同社の河本善博執行役員が登壇。一級建築士や

　2月15日（金）、次世代建材研究部会では剣菱酒造（神戸
市）の見学会を開催しました。参加者13名は、麹室や仕込
み樽など、伝統の知恵と最新の科学が融合した酒づくりの
現場を見学。新酒の試飲も楽しみつつ、500年を超える銘
酒を生み出した「ものづくり」の精神を実感していました。

　3月7日（木）、建材研究会では、茨城県つくば市にあ
る建築研究所および防災科学技術研究所（いずれも独
立行政法人）の見学会を開催しました。参加者17名
は、巨大な実大構造物実験棟や大型降雨実験施設など
を間近に見学。日本の建築技術および防災技術をリー
ドする両研究所の実力を改めて実感した様子でした。

　3月11日（月）、九州支部では「高齢者住宅の建築材
料」と題する講演会を開催、34名が出席しました。講
師は、株式会社柴田建築設計事務所代表取締役の柴田
成文氏。ますますニーズが高まる高齢者住宅につい
て、建築材料の選び方や留意点、最新事例などを語っ

ていただきました。
終了後は懇親会とな
り、出席者はにぎや
かな語らいに時を忘
れました。

現場実務者などの
専門家から与えら
れた高い評価をか
みしめつつ、賞状
とトロフィーを受
け取りました。

「採用したい建材メーカーランキング2012」首位に淀川製鋼所を選出。

次世代建材研究部会が剣菱酒造を見学。

建材研究会が見学会を開催。

九州支部で講演会を開催。

賞状を受け取る河本執行役員

本社工場前で記念撮影

実大構造物実験棟（建築研）

仕込み樽の中をのぞく

大型降雨実験施設（防災科研）

熱心な参加者が目立った講演会
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広告

本社・工場  東大阪市角田1-8-1 〒578-0912   TEL.（072）962-7321　FAX.（072）965-6954
東京営業所／名古屋営業所／関東出張所／関東工場
ホームページ●http://www.morison.co.jp  Eメール●mail@morison.co.jp

独自技術のモノづくりから、快適環境を提案しています。
いいね！サンシャインウォール 検索



36 …けんざい240号　2013年4月

私の建築探訪

No.75No.75

重要文化財の明治建築が結婚式場になった

　河畔に桜並木が美しく咲き誇る大川のほとり、約
6,000m2の広大な公園内に、旧桜宮公会堂があります。
国指定の重要文化財である正面玄関は、明治時代の名
建築。青の竜山石を使った6本のトスカーナ式列柱が、
明治初期のロマンの香りをただよわせます。すっきり
とした直線的な三角形を持つ切妻造りの屋根を、特徴
的な軒蛇腹（のきじゃばら）が支えています。
　アーチ型の重厚な玄関戸から、真っ白なドレスに身
を包んだ花嫁が現れました。旧桜宮公会堂はリノベー
ションによって、今年4月から結婚式場として再生を
果たしたのです。大阪市が所有するこの敷地と建物を
借り受けているのは、東京のウェディングプロデュー
ス・レストラン運営を手がける株式会社ノバレーゼ。
同社営業本部店舗開発ディビジョン・マネージャーの
小桜和彦さんにお話をうかがいました。
　「今回のリノベーションでは、もともとのつくりを
そのまま生かして、内部を披露宴会場や挙式スペース
に改装しました。待合室は新たに増築し、日本庭園も
再生しました。正面玄関部分は重要文化財なので一切
触れず、143年前のままの姿です」。

設計は泉布観も手がけたお雇い外国人・ウォートルス

　この正面玄関は、1871（明治4）年に建てられた造幣
寮（現造幣局）のファサードでした。造幣寮を設計した
のは、アイルランド出身のお雇い外国人、トーマス・
ウォートルス。すぐ隣に見える泉布観（重要文化財）も
ウォートルスの手によるものです。
　「造幣寮解体の際、ファサードだけは保存されてい
ました。そして1935（昭和10）年に完成した明治天皇記
念館の正面玄関として移築されたのです。コンサート
や式典などに利用されていた明治天皇記念館は戦後、
1948（昭和23）年に桜宮公会堂となりました。以降、図
書館やユースアートギャラリーなど用途の変遷を経て、
2007（平成19）年にとうとう閉鎖されてしまいました」。
重要文化財でありながら、用途もなく放置され、ただ
古くなっていくだけの旧桜宮公会堂。
　「大阪市は、民間の力を借りてこの歴史的財産を有
効活用する方針を打ち出しました。そこで私どもが名
乗りをあげたわけです。すでに同様のリノベーション
を6件手がけた実績もありました」と、小桜さんは再
生の背景を語ります。
　「リノベーションのコンセプトは、歴史を感じさせ
る重厚感と様式美を生かしつつ、非常に現代的なデザ
イン感覚を取り入れた“新旧の融合”です」。

明治維新後、新政府は新たな貨幣制度を整えるために、統一貨幣の製
造工場として造幣寮をつくりました。1871（明治4）年に竣工した造幣寮
は、わが国最初期の本格的な西洋式の大工場群。現在も残る旧桜宮公
会堂の正面玄関は、工場群の中心的存在、鋳造場のファサードでし
た。そして、重要文化財となった正面玄関を従えた旧桜宮公会堂は、メ
モリアルな結婚式場となって今春再生を果たしました。　

 「けんざい」編集部

旧桜宮公会堂

ライトアップされた旧桜宮公会堂

敷地内に植えられた約400本の桜が春を彩る 階段や手すりも1935（昭和10年）当時のまま 昔の桜宮公会堂と泉布観（手前）



… 37けんざい240号　2013年4月

　古い設計図は残っていたものの、当時の用途や内装
デザインなどを知る資料・文献が一切消失していたた
め、昔の姿を再現するのは困難でした。「おそらくこ
うだったろう」というイメージを膨らませながらの復
元作業だったそうです。
　120人を収容する1階の披露宴会場は、過去の改修工
事によって覆い隠されていた装飾天井やステージが、
当時のまま復活しました。大きなアーチ窓も、78年前
の竣工当時のもの。このクラシック感と、新たに取り
入れられた調度やデザインとのバランスが見事です。
　女性のあこがれの場所、チャペル。そこに足を踏み
入れると、これまで見たことのないような世界が広
がっていました。壁、床、天井、全面がすべてガラス
キューブです。その数9,000個。「もともとこの部屋に
は大きな天窓があり、その採光性を生かしたかったの
です。強度の問題は、構造を工夫してクリアしました。
外からは見えませんが、ガラスキューブを接合してい
る白い目地の中に構造材が張り巡らされているんです
よ。ここは設計者も苦心した部分です」と小桜さん。
あふれる光と限りない透明感、一生に一度しか味わえ
ない、まさに特別な時間と空間です。

地域に愛され、人々 の記憶に残る施設に

　旧桜宮公会堂は、泉布観や公園一帯も含め、地域の

人々が楽しむための施設でもあります。古い文化財の
リノベーションには、地域の理解と協力が欠かせませ
ん。建物横にある、明治天皇が愛されたという日本庭
園を復元する際のエピソードが印象的でした。
「着工時は草ぼうぼうの荒れ地でした。昔の庭園の姿
を知る手がかりが一つもなかったため、地元の方々に
聞いて回ったんです。すると、すぐ隣の北稜中学校の
校長先生が持っていらっしゃった文献の中に、その日
本庭園のものがあったんです。復元の大きなヒントに
なりました」。
　また、取材に訪れた日はちょうど同公会堂のオープ
ニングセレモニーが開催されており、北稜中学校の生
徒たちによってブラスバンド演奏が披露されました。
　「将来この生徒さんたちが、今日のオープニングセ
レモニーで演奏したことを思い出しながら、ここで結
婚式を挙げてくれたら素敵だろうなと思います。そん
なふうに、地域の方々の心に残る施設として存続させ
ていきたいですね」。
　人々に忘れ去られかけていた歴史ある名建築が、結
婚式場というメモリアルな施設となって生き返る――。
これは非常に意義深いことといえるでしょう。これか
ら先、旧桜宮公会堂には、人々の幸せの記憶が蓄積さ
れていくに違いありません。

名　称：旧桜宮公会堂
所在地：大阪市北区天満橋1-1-1
ＴＥＬ：06-4795-7272
ＵＲＬ： http://www.novarese.co.jp/

9,000個のガラスキューブで囲まれたチャペル披露宴会場の天井は平らな板で覆われ、隠れていた

隣接する泉布観もウォートルスの設計 池や能舞台など、昔の姿を伝える日本庭園 ご案内くださった小桜和彦さん
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建築着工統計2013
2月 資料：国土交通省総合政策局情報管理部

　　　情報安全・調査課建設統計室（平成20年11月30日発表）
資料：国土交通省総合政策局
　　　情報安全・調査課建設統計室（平成25年3月29日発表）

表1／建築物：総括表

図／新築住宅（戸数・前年同月比）

120,000 60.0

100,000 40.0

80,000 20.0

60,000 0.0

戸
数（
戸
）

前
年
同
月
比（
％
）

戸 数
前年同月比

40,000 ー20.0

20,000 ー40.0

24年2月 4月 6月 8月 10月 12月 25年2月
0 ー60.0
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  建 築 着 工 統 計  

※詳細は国土交通省ホームページ参照　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/index.html

表3／新設住宅着工・利用関係別戸数、床面積 （単位：戸,千㎡ ,％）

表2／新設住宅：統括表
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240号

編集談話室

■揺れる

　淡路島が揺れた。仙台が揺れた。福島が揺れた。インドネシア、イラン、中国
と、海外でも大きな地震の知らせが続く。
　突如起こった爆弾テロはアメリカを動揺させ、イタリアの政変はどちらに転ぶか
見当もつかない。黒田日銀の異次元バズーカ砲が轟いた後、国債市場は予想外
の乱高下に見舞われた。TPPからアジア外交、北朝鮮問題まで、わが国をとり巻
く環境はいまだ波高く、船客は当分揺れる航海を余儀なくされそうだ。
　相次ぐ大地動乱と先行き不透明な日々は、われわれの足元を揺るがし、心の
行方を危うくする。地に足つかない社会で平静を保つことは、乱気流に呑まれた
飛行機の中で談笑を続けるよりも難しい。老いも若きも恒心を保てない時代に、
社会の液状化が一気に進むことは、古今東西の歴史が哀しくも証明している。
　揺れて不安なものが多 あ々る中、揺れた方が安心なのは阪神タイガースの戦績
だろう。こちらの浮沈は、毎年のこと。「安定した快進撃」などが続くと、かえっ
て心配になるのだから、ファンの心理は難しい。さて、今年の揺れ具合はどうだ
ろうか。 （S・E）

広告出稿企業
（50音順・数字は掲載頁）

㈱アシスト	 14
エスケー化研㈱	 表4
オーケーレックス㈱	 14
大島応用㈱	 14
関包スチール㈱	 15
コニシ㈱	 表3
㈱サワタ	 15
㈱サンケイビルテクノ	 15
㈱シンコー	 15
ナブコドア㈱	 25
二三産業㈱	 33
日幸産業㈱	 33
㈱日本セメント防水剤製造所	 33
日本モルタルン㈱	 33
白洋産業㈱	 34
㈱平田タイル	 35
マツ六㈱	 35
森村金属㈱	 35
㈱ユニオン	 表2
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